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概ね 10 年ごとに改訂されてきた学習指導要領

ですが、いつの改訂時においても、最終的な目標は、

子どもたち一人ひとりの「生きる力」を育成するこ

とに違いはありません。ただ、その時々に重点とし

て示された「キーワード」については、実情を踏ま

え、表現を変えてきています。 

 

前回の改訂時に特徴的だったキーワードは、「言

語活動の充実」でした。学びの過程の中で、子ども

たち一人ひとりが考えたことを、話し合い等の言

語活動を通して、例えば、自分の考えと他者の考え

とを比較し、確認したり、修正したりしながら、最

後には個々の考えを深めることができる、そんな

「学びのツール」として注目されました。 

 

しかし、残念ながら、時に言語活動自体が目的に

なってしまう授業も散見されました。例えば、４人

グループで話し合う中で、それぞれの考えを順番

に発表し合うだけで、自分の考えと比較し、議論す

る場面などなく、ただ言い合うだけに終わってし

まう。そして、授業の締めの言葉は「今日は活発に

話し合いができましたね。」という教師の謎の価値

付けでまとめられ、結局、子どもの思考は授業の冒

頭と比較して深まらないままで終わり、言語活動

自体がその時間の目的になってしまうのでした。 

 

確かに、話し合う活動は、表面上は活発に見える

ことから、あたかも授業が充実しているかのよう

に映ります。しかし、話し合いが何のためになされ

ているのか、その時間につかませたい内容が明確

でないと、単なる一方通行の話し合い活動に終わ

ってしまい、本当に子どもたちが「学習のゴール」

にたどり着いたかどうかは確認できません。当時、

このような授業を「活動あって学び無し」と揶揄さ

れたことも印象に残っています。 

こうなるもう一つの原因として、「アクティブ・

ラーニング」という特徴的なキーワードも影響し

たのではないでしょうか。アクティブ・ラーニング

の「アクティブ」の解釈を、外面的に活発に話し合

う状況と勘違いされたことも要因の一つとしてあ

ったのではないかとも感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、この「言語活動の充実」や「アクティブ・

ラーニング」という言葉は消え、今回の学習指導要

領においては、「主体的・対話的で深い学び」へと

表現が変わりました。きっと、正しく理解され実践

されるためには、表現を変える必要があったので

はないでしょうか。特に、「深い学び」につながる

こと、つまり、「何が分かったか」がしっかりと確

認される必要があるということを、今回の学習指

導要領改訂の肝として、そして、学びにつながる道

筋として示されたのだと思います。 

 

一人ひとりの学びを保障すること、それは、極め

て当たり前のことですが、難しいことでもありま

す。私たち教師は、学びの主体者である子どもたち

に育成すべき「資質・能力」を学習のゴールとして

しっかりと意識し、様々な工夫をしながら、分かる

授業づくりに努めていかなければなりません。 

このように、今回の学習指導要領改訂では、特徴

として、学びのプロセスや育成すべき資質・能力ま

でもが明記されていますが、このことで、学びの主

体者が子ども一人ひとりであるということを改め

て意識させられるように感じます。 

ちなみに、現在、教育センターのあらゆる研修等

で使っている「スタートとゴール」という言葉は、

このことを端的に示すために考えたものです。 

 

「学びは誰のもの？」 

そう聞かれれば、誰もが「子どもたちのもの」と

答えるでしょう。しかし、盛りだくさんの教育課程

の中で、学ぶべき多くの内容を終わらせなければ

ならず、日々の学習において、何ができるようにな

ったかということについて、じっくりと確認する

余裕がないのが現実でもありますが…。 

 

いずれにしても学校の第一命題は、子どもの学

びを保障することです。今こそ、そのスタンスに立

ち返り、子どもたち一人ひとりが「できた」「分か

った」を実感できる授業を求めて、そして、学びが

「生きる力」へとつながっていくように、何を優先

するのか教育環境をマネジメントしながら教育活

動に臨んでいくことが求められていると思います。 

相模原市教育センター 

所長  宮原 幸雄  「個の学びを保障するために」
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― 本市の教育情報誌「さがみはら教育」第１

６７号の発行のテーマである「子どもたちの可能

性を引き出す学び～個別最適な学び×協働的な学

び～」について、お話をいただければと思いま

す。 

 

 

 

 

 

― はじめに、「子どもたちの可能性を引き出す
学び」について、具体的にお伺いします。 
 
子どもたちは、一人ひとり違っていて多様で

す。新しい学習指導要領で定められた資質・能力
は、学力の３本柱から成り立っていますが、その
資質・能力は、どの子たちも、小学校１年生であ
れば入学した時点で、また、中学に進学した時点
であれば、その時のその子なりの「資質・能力」
をもっています。そして、将来、社会へ出ていっ
た時に、その子は、その時なりに資質・能力を磨
き続けながら社会を生きていく、と考えることが
できると思います。 
そう考えると、「子どもたちの可能性を引き出す

学び」というものは、一人ひとりがもっている資
質・能力を、授業の中で使いながら磨いていくこ
とが重要で、新しい考え方に触れたり、新しい方
法に出会ったりする等の体験・経験をしながら、
その子なりの資質・能力を「伸ばす」こと（先生
の視点で言えば「引き出す」、子どもの視点で言え
ば「使って磨く」こと）によって、その子自身が
成長していく、そういう学びの姿を示しているの
ではないかと思います。 
 

また、相模原市では、「スタートとゴールを意識
した授業改善シート」の活用が重視されています
が、まさに、子どもたちがどのように磨かれて、
どんな資質・能力をもってほしいのかという「ゴ
ール」を先生が明確にもつことによって、教科等
の学びの中で、個々にもっている資質・能力が、
先生がめざす「ねらい」のもとで磨かれていく、
そのように考えていってもらえればよいのではな
いかと思います。 

 「ゴール」は資質・能力、ということを明確
にしながら、子どもたち一人ひとりの実態、もっ
ている能力の違いを捉え、一人ひとりもっている
力なりに伸ばしていく、その伸びをどれだけ大き
くできるかが授業改善として、必要になるかと思
います。 
                                  
― 子どもたちの実態に応じて、先生方がねらい
や目指す姿をもった上で関わっていくこと、ま
た、子どもたちそれぞれの伸びをどれだけ大きく
できるか、が大切なのですね。                             
                                                                                                                                       
 
 
 
 
 
― 上記の答申において、個別最適な学びと協働
的な学びを一体的に充実させることが求められて
いますが、具体的にはどういった姿なのでしょう
か。 
 
私は、この２つの学びを「一体的」に充実させ

ることが、とても大事だと思っています。 
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特集１ インタビュー「子どもたちの可能性を引き出す学び 

～個別最適な学び×協働的な学び～」とは 

中央教育審議会より、令和３年１月２６日に「『令和の日本型学校

教育』の構築を目指して～すべての子どもたちの可能性を引き出

す、個別最適な学びと協働的な学びの実現～（答申）」が取りまとめ

られました。予測困難な時代において、子どもたちの資質・能力を

確実に育成する必要があり、そのために学習指導要領の着実な実施

が重要であると記されています。 

 

今回は、その具体について掘り下げるべく、中央教育審議会「『令

和の日本型学校教育』を担う教師のあり方特別部会」の委員であ

り、本市の学力向上・学力保障推進検討委員として、多くの学校の

校内研究で指導・助言をいただいている、聖心女子大学 益川弘如

教授に、これからの学びのあり方について伺いました。 

その子なりの資質・能力を、 
使いながら磨いていく学びの姿 

社会的な関係性の中で起きる 
学びの広がり・深まり 
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子どもの学びの姿を見たときに、「個別最適」

という部分と「協働的」という部分が存在すると

思うのですが、別々で捉えると難しい話になって

しまいます。個別最適な学びというのは、その子

がその子のペースで学ぶことを大切にしており、

例えば、ドリル学習等の練習や、その子が知りた

いと思うことを調べ学習してくる等のイメージが

あるかと思います。確かにそのことは間違ってい

ないのですが、学んでいるときは、その子がもっ

ている資質・能力を「使っているだけ」であっ

て、「磨かれている」わけではないのです。 

大切なのは「協働的」な学びの中で、子どもた

ち一人ひとりの学びが磨かれていくことにありま

す。    

他の人たちの考えを聞いてみると、自分の考え

とは違って「どうして違うんだろう」と、本人が

考えることによって、自分の考えが一歩進みま

す。自分がもっている学びの範囲を広げるために

は、クラスの友達であったり、先生の指導であっ

たりする等、社会的な関係性が必要となります。

そのため、別々に捉えるよりは、むしろ「一体

的」に「協働的」な学びを充実していくことによ

って、「協働的な学びを通した後の個別最適な学

び」は、一人で取り組もうとしていた時より、成

長した形で取り組むことができると考えます。そ

して、その成果をまた「協働的」な学びの場面の

中で出し合っていくような関係をイメージするこ

とが大切かと思います。 

例えば「協働的」な学びの場面といえば、先生

方はよく班での話合い活動を想像されると思うの

ですが、多くの先生方が課題意識をもたれており

「グループで班活動をさせても、子どもたちの話

し合いが深まらない」「自分が考えたことを発表

はするけれども、それだけで終わってしまう」等

といったお話を伺います。また、よく先生方から

は、「話し合い活動ができないのは、個の考えが

しっかりもてていないからだ」、その対応策とし

て「一人学びの時間をもっと多くとるようにす

る」とか「基礎基本の練習をしっかりさせれば話

し合い活動がうまくいくのではないか」という話

も伺います。 

でもそれは、逆だと思うのです。一人ひとりに

頑張らせたとしても、結局、資質・能力は磨かれ

ないのです。一人学びの時に、その子がもってい

る力だけで、一生懸命考えたり、基礎・基本の練

習をしたりするだけなので、そこで資質は伸びな

いのです。 

 

また、場合によっては、一人学びの時間に、自

分の考えをもてなくて辛い子ほど、逆に何も書け

ず、黙り込んでしまい、次の協働的な学びの班活

動も辛い時間になってしまうのではないかと考え

ます。 

それよりは、可能性を引き出す学びで「一人ひ

とりの資質・能力を磨いていく」という立場に立

つと、その子がもっている資質・能力の範囲で、

その子が知っていることをスタートにすればよい

のではないでしょうか。 

 

相模原市の授業改善シートとつながると思いま

すが、子どもたち一人ひとりの資質・能力を元

に、話し合って、比べて、考えを変えたいなと思

える、疑問や課題をもって話合い活動をするよう

な授業設計になることが大切です。 

また、相模原市では「共に認め合い」という人

間像を描いていますが、「一人学びで頑張って考

えた、分かったこと」を言うのではなく、分から

ないことを素直に出し合いながら、「僕はこんな

の分からないんだよね。ここのところ、ちょっと

どういうこと？」とか、「ここまでは分かったん

だけど、ここからは分からないんだよね。」とい

うように、分かっていることを紹介し合うのでは

なく、分からないことを出し合いながら、「それ

だったら、ああじゃないの、こうじゃないの」と

いう活動を引き起こすといった活動ができれば、

十分、先生方が目指しているような「話し合い」

が盛り上がって、それが協働的な学びへとつなが

っていくのかなと思います。 

 

「授業の冒頭に一人の考えをしっかりもつ」よ

りは、話合いを通しながらだんだん本時の目標に

向かって自分の考えが再構築され、それをまとめ

て終わっていく。具体的には、話し合っていろい

ろ分かってきて「あっ、こういうところをもっと

練習して上手になると、次の授業の話し合いの時

間に、自分はもっと話合いに参加できそうだ」と

いった形で、主体的にドリル学習等の復習に取り

組んでいく。そのような「協働的」な学びを通し

て「個別最適」な学びにつなげていく。つまり、

「個別最適な学びをしておけば、協働的な学びが

充実する」という方向ではなく、逆の方向で、捉

えると「主体的・対話的で深い学び」という子ど

もたちの姿が実現されていくのではないかと考え

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

― 子どもたちが資質・能力を「使っているだけ」

ではなく、協働的な学びによって「磨かれる」こと、

班活動によって、「ここまでは分かっているんだけ

れど、ここからが分からない」という、自分の学習

状況を自分で理解しながら進んでいけること等を

捉えた学びの設計をすることが改めて大切だと思

いました。 

 

 

 

 

 

 

― そういった学びをつくるにあたり、教員に求

められる役割とはどういった役割でしょうか。 

 

先程の話につながりますが、「わからないことが

言える学級づくり、学校づくり」というのはとても

大切です。極端な話になりますが、「テストでいい点

数を取ることが大事、正解することがいいことなん

だ」という集団にいると、分からないことが言えな

くなります。そうなると、「この子、これ、分からな

いんだ」という雰囲気になり、学力に関係なく、話

し合ってみんなが課題を深めていく感じにはなら

ないと思うのです。子ども一人ひとりが話している

内容に価値があり、教師がそれを価値付けてあげ

る、「分からないことを話すことが次の分かるにつ

ながる」というようなことを、学級文化や学校文化

として育てていくことが大事なのかなと思ってい

ます。 

その教科が苦手な子も得意な子も、本時のゴール

に向けて、気兼ねなく意見を言い合えるような課題

設定、問いの設定が大切になってきます。先生が一

問一答で答えを出すような問いのゴールにしてし

まうと、得意な子だけが答えを知っており、話し合

いも進まず、得意な子だけが、「これだよね」って言

って、苦手な子は、「あっそうなんだ～」って言っ

て、ノートに写してしまうだけになります。 

問いの設定が、子どもたちが「どうしてそうなる

のか」と追究し、考えていけるものになっているか

ということが大切です。「めあて」とか「学習課題」、

「学習問題」とか様々な言い方があると思います

が、「○○ができるようになろう」ではなく、「○○

になるのはどうしてなんだろうか」というふうに、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由探しの設定にするのが、相模原市の「スタート

とゴールを意識した授業改善」においても大切にな

ってきます。 

例えば、算数や理科のような、答えが一つの教科

であっても、考えた方、理由の話し方は、人それぞ

れ異なりますので、そういう形で実現していくこと

が大切なのだと思います。そうなると、その子なり

に資質・能力を伸ばした姿はそれぞれであり、課題

について「どうしてか」という理由の付け方は、そ

の子なりに論理的に整理して語られ、自分の日常生

活において知っていることとつなげて説明できる

姿となります。「説明できる」ということは、その子

なりに課題が分かっていることなので、子どもなり

の資質・能力を磨いていく姿を支える役割が先生方

に必要ではないかと思います。 

話をまとめると、ポイントは二つです。一つは、

学級の雰囲気が気兼ねなく意見を言い合えるよう

に進めていくこと。もう一つは、その雰囲気の中で、

苦手な子も得意な子も、自分なりの理由や考えを作

っていけるような課題を設定することなのかなと

考えます。 

 

― 自分なりの理由や考えを言える、表明できる

には、温かな学級の雰囲気が基盤となる、というこ

とですね。先生が子どもたち一人ひとりの頑張りや

思いをどう価値付けるか、どう言葉をかけるか、が

大切だと改めて思いました、ありがとうございま

す。 

 

― 本市は「共に認め合い 現在
い ま

と未来を創る人」

をめざす人間像としており、「温かさと先進性のあ

る教育の推進」を大切にした教育活動を実施してお

りますが、本市の教育に関わっていただいている中

で、本市についての印象を教えてください。 

 

「共に認め合い 現在
い ま

と未来を創る人」という設

定はとても大事なことだと思います。SDGsをはじ

め、持続可能な社会を考えていったときに、この「認

め合う」範囲、が大人になっていくにつれて広がっ

ていくわけですよね。そういう中でも、認め合いな

がら現在
い ま

と未来を創っていける人を育てていける

かどうかは、とても大切な視点だと思います。 

そして、先に述べたように、分からないことを素

直に分からないと言えて、お互いの考えを尊重しな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分からないことが言える学級づくり、学校づくり 
自分なりの理由や考えを作っていける課題設定 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 がら、自分の考えを深めていく、という経験を、さ

まざまな教科、また教科外の活動を通して、たく

さん子どもたちに経験させてほしいと思います。 

相模原市の子どもたちの様子を見ていますと、

そういう素地は十分にあり、とても活発な子ども

たちが多いと思います。このような経験をするこ

とによって、どんな人とでも対話しながら学んで

いくと、相手も伸びるし、自分も伸びると思いま

す。そういった子どもを育み、これから先、様々な

課題に対し、いろいろな仲間と一緒に学びを深め

てほしいと思います。 

 

― 本市では、資質・能力の育成に向けた方策

として、「スタートとゴールを意識した授業改善シ

ート」を提示し、活用していますが、子どもたちや

先生についての印象や授業の様子等をお聞かせく

ださい。 

 

スタートとゴールを意識した授業改善シートを

活用していくという方向性はとてもいいですし、

とても大事なことであると思います。多くの学校

で、この考え方がとても浸透しており、頼もしい

ことだなと思っています。 

この次のステップとしては、どれだけこの「ス

タートとゴール」を意識しながら、具体の授業に

おいて、子どもたちの学習活動を充実させていく

のかということになると思います。 

新しい学習指導要領では、教科書の中身を分か

っていくことではなく、分かり方がとても大切だ

とされており、その分かり方によって、学んだ内

容が「生きて働く知識」になり得ます。テストの簡

単な問題に答えることができても、役立てること

ができないような知識では、そこに「差」ができて

しまうのです。自分の考えと、いろいろな考えと

をつなげて、新しく活用するために、うまく「協働

的」な学びの視点を取り入れ、各教科の中で、子ど

もたちが考えられる授業づくりに取り組んでいた

だければと思います。 

この授業改善シートにも記載されていますが、

各教科等の見方・考え方をしっかり働かせるとい

うことはとても大事なことです。単に自分の考え

を伝えて合わせるために、一人学びの時間を充実

させるということでは、一人ひとりの資質・能力 

５ 

を育むことにはつながらず、その子がもっている

見方・考え方だけを発表するのみになってしまい

ます。そうではなくて「協働的」な学びの中で、

「これがわからないんだよね、こう考えたらどう

なんだろう」とか、「こう見ればいいんじゃない」

というように、見方・考え方を働かせる。つまり、

他の人がどんな見方をするのか、どんな考え方を

するのかを本時で学ぶことの中身にすることで、

見方・考え方を豊かにしていくことにつながると

思います。 

教員は、そういった姿を意識して、子どもたち

の実態を把握した上で、手立てを取り入れ、子ど

もたち一人ひとりの姿を見取っていただき、別の

手立ての方がいいか検討するということを繰り返

すことが、指導と評価の一体化ではないかと思い

ます。 

 

― 本市のねらっている指導と評価の一体化に

ついてまでふれていただき、感謝します。では、

最後に本市の先生方へメッセージをいただければ

と思います。 

 

先生にとっては、例えば一つの授業、一つの単

元、一つの教科、一つのクラス・学年を受けもつ

等、いろいろな関わりがあるかと思いますが、一

人ひとりの子どもにとっては、９年間の学びは一

連のものですが、先生が輪切りで関わっているだ

けでは、子どもの視点とは異なってしまいます。 

その子自身が、成長の可能性を切り拓いている

という一連の視点で子どもたちを捉え、その輪切

りの一つを先生が担当していると考えてみると、

それぞれの時点の先生同士がつながって、その子

が成長できるところを支え続けてあげることが大

事な役割なのだと思います。 

そういう視点で、一人ひとりの相模原市の子ど

もたちを育んでいただけると、全ての子どもがい

ろいろな人と認め合いながら、現在と未来を創る

人として成長していくのではないかと思います。

ぜひ、頑張ってほしいと思います。 

 

 

― 本日は、貴重なお話をありがとうございま

した。 
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１ はじめに 

学習指導要領では、「生きる力」をより具体化し、

教育課程全体を通して育成をめざす資質・能力を、

次の３つの柱に整理されています。 

 

・生きて働く「知識・技能」の習得 

・未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」の育成 

・学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向

かう力・人間性等」の涵養 

 

その整理と共に、各教科等の目標や内容について

も、その３つの柱に整理されています。 

「生きる力」を子どもたちに育むためには、上記

３つの柱とともに、「何のために学ぶのか」という各

教科等を学ぶ意義を共有するという授業改善を進

めることが大切になります。 

本市においては、その資質・能力が育成された姿

を「ゴール」とし、学習に入る前にその資質・能力

がどれくらい身に付いているかを、「スタート」とい

うキーワードで示しています。そこで、令和３年度、

先生方にその視点を共有できるよう、「スタートと

ゴールを意識した授業改善シート」を作成し、活用

を図っています。 

 

２ 授業改善シートの活用 

【ゴールを考える】 

授業づくりを行う際、まず、考えていただきたい

のは、ゴール（＊１）です。ゴールを考える際は「学

習指導要領に基づく資質・能力を理解すること」や

「学習を終えた後の子どもたちの姿を、具体的にイ

メージすること」が重要です。 

また「ねらいが達成できたかどうかを判断するた

めの評価方法・場面を設定」しておくことも大切で

す。 

【スタートを考える】 

ゴールを明確にした上で、次に考えていただきた

いのが、子どもたち一人ひとりの実態の把握、つま

り「スタート」です。「新しい学習に臨む前の基礎と

なる力が子どもたちに身に付いているか」「今回の

学習に関わる個別に支援を要する子どもたちの実

態はどのようなものか」という視点で、実態を把握

します。 

また、学級全体の実態について「学び合い、高め

合うことのできる雰囲気があるか」「主体的に課題

解決ができる集団か」という視点で把握することが

大切です。 

 スタートとゴールを意識した授業改善 

 

＊１ ＊２ 

「スタートとゴールを意識した授業改善シート」（表面） 



 

 

    

        

         

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロセスを考える】 

スタートとゴールが明確になれば、次はゴール

に確実に行き着くための「プロセス」（＊３）を考

えます。このプロセスは「主体的・対話的で深い学

び」という視点を大切にします。本シートの中央

部にキーワードで示されている「主体的・対話的

で深い学び」の視点に加え、次の２つの視点（＊

４）「子どもの実態に合った手立て」を取っている

か「実社会や未来とつなぐ意識」をもっているか

について適宜確認していきます。 

自転車に乗っている子どもが自走できるよう、

後ろから教員が支え励まし、時には手を離し、そ

れを見守るイメージです。 

 

３ まとめ 

本シートは、スタートとゴールを明確にし、「主

体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善に取

り組んでいくという、本市の授業改善の重要なポ

イントを示し、活用可能なものとしています。 

本シートを活用した先生方からは次のような感 

７ 

想をいただきました。 

「ゴールをしっかりイメージしておくことで、

指導がぶれずに行えます。」 

「スタート、つまりゴールとなる力に関連する

子どもたちの実態をしっかり把握した上で、指導

することを大切にしています。」 

「校内研究では、『ゴールとしていた資質・能

力は、子どもたちに身に付いたか？』という協議

題で協議を行います。」 

「いつもは、どんな方法がよいかを先に考えて

いましたが、まずは、ゴールをしっかり考え、そ

のゴールに関わるスタートを考えることが大切

だと分かりました。」 

教育センターでは、本シートを広く活用してい

ただけるよう、本シートに係る説明動画も作成し

ています。日々の授業づくりの際や、校内での研

修や研究に活用してください。各校での授業づく

りが活性化し、子どもたちが育成すべき資質・能

力を身に付けることができるよう、引き続き、学

校とともに取組を推進していきます。 

「スタートとゴールを意識した授業改善シート」（裏面） 

＊３ 

【格納場所】 

Google 共有ドライブ内 

「教育委員会」→「009 教育センター」→「05_学習指導や学習評価に関

すること」→「スタートとゴールを意識した授業改善シート 関係資料」に

「スタートとゴールを意識した授業改善シート」とその説明動画を格納 

 

 

https://drive.google.com/drive/folders/1WE-

X70HPh_bjhIn2EtQ9a7gNXFlkbJlG 

 

 

＊４ 

https://drive.google.com/drive/folders/1WE-X70HPh_bjhIn2EtQ9a7gNXFlkbJlG
https://drive.google.com/drive/folders/1WE-X70HPh_bjhIn2EtQ9a7gNXFlkbJlG


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

１ はじめに 

 本市は、子どもたちの自己肯定感や自己有用感を

高め、主体的に学ぶ意欲を育み、「分かる授業」の

実践及び「学びの下支え」により、誰一人取り残さ

ない確かな学力を保障することをめざしています。 

ここでは、エビデンスに基づく授業改善の１つと

して、多層指導モデルMIMをご紹介します。 

 

２ 多層指導モデルMIMとは 

 多層指導モデル（Multilayer Instruction Model: 

MIM【ミム】）は、通常の学級において、異なる学

力層の子どものニーズに対応した指導・支援をする

モデルのことです。特に、子どもがつまずく前に、

また、つまずきが深刻化する前に、指導・支援をし

ていくことをめざしています。（図１）（海津、2010） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 通常の学級における多層指導モデル（MIM）の構

造（海津、2010） 

 

・１stステージ：通常の授業の中で、質の高い、科

学的根拠に基づいた指導を、全ての子どもに対し

て実施。 

・２nd ステージ：通常の授業に加え、１st ステー

ジのみでは伸びが十分でない子どもに対して、通

常の学級内で補足的な指導や配慮を実施。 

・３rdステージ：２ndステージ指導を経ても、依

然伸びが乏しい子どもに対して、通常の学級内外

において、補足的、集中的に、柔軟な形態による、

より個に特化した指導を行う。 

 MIMは、まず、全員に対して効果的な指導を行い、

それでも伸びが十分でない子どもには２nd ステー

ジ指導を、さらに伸びが十分でない子どもには3rd 

「スタート」の１つとして 

実態把握、指導・支援の手立てとしての多層指導モデルMIM 

ステージ指導を行う、というように時系列に行われ

る指導です。（海津、2010） 

  

３ 相模原市の取組 

 本市では、令和２年度より８校の研究推進校、令

和３年度には20校の研究推進校で多層指導モデル

MIM を活用してきました。令和４年度からは、市

内小学校・義務教育学校71 校にデジタルMIMを

導入、活用が開始されました。特に、小学校低学年

段階における「確かな読みの力」の定着に向け、活

用されております。 

 また、MIM については、全学年での実施や特別

支援学級等で活用することも可能です。「特殊音節」

などを含む字や語を正しく読むことができるよう

になることで、読解力へとつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 特殊音節等の語の読みに関する指導の基本原則

（海津、２０１０） 

さらに、小学校低学年の基礎的な段階で継続的に

アセスメント（MIM-PM）を実施することで、子

どものことをよく知り、その子どもに合った指導・

支援を行うことができます。 

今後も、子どもたちが語を確実に読めることで、

読解力へとつなげていけるよう、引き続き、活用を

お願いします。 

 

４ 資料格納場所 

Google 共有ドライブ/教育委員会/004 学校教育

課/多層指導モデルMIM 

 

５ 参考資料 

海津亜希子編著（2010）多層指導モデルMIM『読

みのアセスメント・指導パッケージ』つまずきのあ

る読みを流暢な読みへガイドブック，学研教育みら

い 

 



 

 

 

 

特集２では、「子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等で育成をめざす資質・能力

の確実な育成に向けて～」と題し、研究推進事業や教育研究員研究の取組について「スター

トとゴールを意識した授業改善」や「個別最適な学び」「協働的な学び」という視点に基づ

き、紹介します。  

「研究推進事業」については、７つの小学校、２つの中学校区において、令和２年度から

研究をスタートしており、令和４年度は４年間の研究期間の３年目となります。研究推進事

業は、本市教育における課題を踏まえ、各研究推進校で課題解決のための実践研究を行い、

汎用性の高い成果を市全体へ周知することで、本市教育の一層の充実及び教育目標の具現

化をめざすことを目的としております。 

また、「教育研究員研究」については、相模原市の教育の充実・向上を図るために小・中

学校教員が「教育研究員」として、学校や地域社会における教育課題について調査研究を行

っております。令和３年度から令和４年度までの研究では、「学習評価に関する研究」や「通

常の学級における支援教育に関する研究」をテーマとして調査研究に取り組んできました。

本号では、各研究推進校の取組とともに、各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向け

た教育のあり方についても示します。 

「スタートとゴールを意識した授業改善」や「個別最適な学び」「協働的な学び」につい

て、「聞いたことはあるけど、具体的にはどのようなことだろう？」と疑問に感じているこ

ともあるのではないでしょうか？相模原市の研究に関する取組をお伝えする中で、考える

きっかけとしていただけたら幸いです。 

 

特集２ 子どもたちの可能性を引き出す学び 

～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

編 集 の 趣 旨 

９ 



 

相模原市研究推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度には、各学校・中学校区で発表会が開催される予定です。 

各教科等 学校名・研究テーマ 

 

理 科 

 

生 活・総 合 

 

道 徳 

 

縦の接続 

 

横の連携 

 

体 育 

 

桜台小学校 

数学的な見方・考え方を働かせる子ども達 

～問いで授業をつくる～ 

音 楽 

 

外国語（活動） 

 

算 数 

 

相原小学校  

進んで問題解決し、互いに学び深め合う子供の育成 

～学びがつながる、未来へつながる生活科・理科の授業づくり～ 

東林小学校 

      夢中になって学び続ける子どもを求めて 

 

鶴園小学校  

仲間と共に たのしんで表現する子 

～材や人との関わりから変容をうながす音楽活動～ 

 

谷口台小学校   

子どもの夢と未来をつなぐ学びの実現 

相模台小学校  

外国語の見方・考え方を働かせた授業づくり 

～コミュニケーション力を育てるために～ 

 

淵野辺東小学校  

自他を尊重し、人としてよりよく生きようとする子どもの育成をめざす道徳教育 

～一人ひとりが考え、ともに深め合う道徳科の授業を要として～ 

 

鳥屋小学校・鳥屋中学校 

小中一貫教育の取り組みに向けた“縦の教育活動”の実践 

～自ら未来を切り拓き、鳥屋で育ったことに誇りを持てる人材の育成～ 

 

 鵜野森中学校・大野小学校・鹿島台小学校  

広い視野を持ち、社会を生き抜く力と未来を切り拓く力を身に付ける 

～家庭や地域とのつながりを生かして自己肯定感を高める取組～ 
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１ 研究主題について 

桜台小学校では、「数学的な見方・考え方」に着

目して研究を行っています。「数学的な見方・考え方

を働かせた算数科の学習を繰り返し行っていくこと

で、数学的に考える資質・能力が高まっていくのでは

ないか。」また、「数学的な見方・考え方を働かせるこ

とを通して、それ自体がより豊かで確かに働くように

なっていくのではないか。」と考え、授業実践と研究

協議を中心に、この仮説の検証を行っています。 

２ 研究内容 

１年目は、各学年、単元・領域ごとに主に働く数学

的な見方・考え方を表に整理しました。（図１）異なる

単元や領域においても、同じ見方・考え方が働くこと

がわかりました。また、どのような見方・考え方がどの

場面で働くか、どのように発展していくかを知ること

で、系統性を意識した指導ができることが分かりまし

た。 

 

図１ 単元・領域ごとに主に働く数学的な見方・考え方 

２年目までの授業実践では、「身に付ける力を明

確にした授業づくり」に取り組みました。桜台小学校

では、「子どもたちが身に付けるべき力を全員が身に

付ける」授業をめざしています。研究授業を行う際、

授業者や参観者が最も意識しているのは「目標を全

員が達成したかどうか」です。目標を達成できた場

合には、どのような手立てがよかったのか、また、達

成できない子どもがいた場合には、どのような指導

改善を行うべきなのかを協議し、次の授業につなげ

ています。 

３年目である今年度は、「問いで授業をつくる」を

テーマに研究を行いました。算数科の学習において

は、「問いを見いだす⇒解決する⇒新たな問いを見

いだす」の学習サイクルを子ども自身の力で遂行で

きるようにすることが大切です。このことは、「算数・

数学の問題発見・解決の過程」（図２）として、学習

指導要領にも示されています。 

 

図２ 算数・数学の問題発見・解決の過程 

子どもたちが主体的に学び続けるためには、「問

いを自分自身で見いだす力」を身に付けることが大

切です。そのような力を身に付けさせるために、教員

が行うべき指導について、発問の仕方などを中心に

研究を進めています。 

３ 研究方法 

各教科等に関する研究 算数 桜台小学校 

数学的な見方・考え方を働かせる子ども達 

～問いで授業をつくる～ 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

(1) 授業実践（授業力を高める） 

(2) 研究協議、研修等（知識や考え方を深める、

広げる） 

(3) 資料作成・更新（学んだことを整理し、共有す

る） 

(4) 児童ができた実感を得るための取り組み 

(5) 算数科から他教科に広げるための実践 
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４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本研究における手立ての工夫 

 

 

 算数科では、「自立的」かつ「協働的」に問題解決

する力を身に付けることが求められています。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点で

実践したことを整理し、お伝えします。  

 

 

 

 

 事象を数理的に捉えて問題を見い出す際や見い出

した問題の解決方法を考える際には、数学的な見

方・考え方が働きます。このとき、子どもは自らが働

かせている見方・考え方について無自覚であること

が少なくありません。桜台小学校では、「この図形の

どこに着目するのか？」や「どのように考えれば、解

決できそうか？」など、事象を捉えるための視点や解

決方法の見通しを問い、働かせる見方・考え方の自

覚を促します。その際の有効な手立てが、見方・考え

方のラベルです。 

 

 

 

 

 

 未知の問題と出会った際、「どのような見方・考え

方を働かせれば解決できるのか」を一人ひとりが自

覚し、「方法知」として蓄えていくことが大切だと考え

ています。 

 

 

 

 

 子どもたちは「自分で見いだした問いに対する答え

や結論を、自分の力で見つけたい」という思いをもっ

ています。私たち教員がするべきことは、「問いを解

決したい」という子どもの願いを授業の場で実現さ

せてあげることです。 

 

 

 

 

 

 

 

グループで問題解決をする様子 

 一人では、行き詰ってしまう問題解決の道のりでも、

他者とアイデアを共有することで解決に行きつくこと

が多くあります。また、解決の方法が一通りでない場

合、他者の解決方法を知り、よりよい解決の仕方を

知ることも協働的な学びのメリットだといえます。 

６ 研究のこれから 

桜台小学校では、ここまでに述べてきた教育を実

現するため、校内研究の中で教員を児童に見立てた

模擬授業を実施するなどし、授業づくりに取り組んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 数学的な見方・考え方を豊かに働かせ、新たな時

代を力強く生き抜く子どもたちを育てるために、どの

ような指導を行うことが大切なのか、桜台小学校の

実践をもとにこれからも発信していきます。 

 

○ 数学的な見方・考え方を豊かに働かせながら、問
いを見つけ、解決するという学習のサイクルを自
分自身で回すことができる。 

 

○自分の考えを話したり、友達の考えを聞いたりし
て、よりよいものを導き出すことができるようにし
たい。 

○既習事項やツールを生かして主体的に問題解決
に向かえるようにしたい。 

○理由を考えるなど、問題解決の結果だけでなくプ
ロセスに目を向けて思考できるようにしたい。 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

「協働的な学び」の視点から 

 数学的な見方・考え方を働かせ、 

『問題解決の糸口をつかむ』こと 

数学的な見方・考え方 
のラベル 

 『子どもたちの力で』 

問題解決を成し遂げること 
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１ 研究主題 

相原小学校は、深い学びを「学びがつながること」

「生活とつながること」と捉え、『深い学び』に焦点を

当てた研究を行っています。 

「身近にあるものに着目して問題を見いだす」「日

常生活の経験を根拠に予想や仮説を発想する」「既

習の内容を生かして問題を解決する」等の手立ては、

子どもたちの資質・能力の育成に有効であると考え

ました。子どもたちが既習の内容や生活経験をつな

げながら、進んで問題解決に取り組む姿を教員の多

様な視点で見取り、子どもたちの姿をもとに協議を

行い、授業改善を進めています。 

２ 研究内容 

次の３つの研究仮説を基に研究を進めています。 

＜研究仮説１＞ 

自らが見い出した問題を科学的に解決していくこ

とで、主体的な学びや対話的な学びが繰り返され

て、進んで考えたり、考えを広げたりし、深い学びが

生まれ、資質・能力が育つだろう。 

＜研究仮説２＞ 

学んだことと他の学習や生活がつながるように工

夫することで、子どもが学びの有用性を感じ、学習を

深く掘り下げようとする姿になるだろう。 

＜研究仮説３＞ 

自分自身の学びや変容を実感できるふり返りの仕

方を工夫することで、学んだことが生活に生かされて

いることなどを実感することにつながり、資質・能力

がさらに育成されるだろう。 

３ 研究方法 

次の手立てを取り入れた授業づくりを行い、研究

仮説の検証を行います。 

(1) 問題解決の流れを丁寧に指導する 

子どもたち一人ひとりに「？」を生み出せるよう、

導入を工夫する。個人としての問題意識と学級全

体としての問題意識を大切にし、主体的に学ぶ姿

につなげる。 

(2) “つながる”をキーワードに授業づくりをする 

「知識と知識がつながる」「学習と生活がつな

がる」ことを深い学びと捉え、深い学びがどこで生

まれるのか、子どものどのような姿から見取ること

ができたのか、授業後の協議で検証し、職員間で

共通理解を図る。 

(3) ふり返りで学びを実感できるようにする 

何のためにふり返りをするのかを明確にして、

学習と学習、学習と生活などの様々なつながりを

子どもたちが自覚できるようにする。 

 

 

 

 

 令和４年度 第５学年公開授業後の協議の様子 

４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

・ 理科の見方・考え方を働かせ、問題解決できるよう

にしたい。 

・ 他者や自己、事象や事物との対話を通して自分の

考えを広げたり、深めたりできるようにしたい。 

 

 

 

・ 問題を自分事として捉え、他者や対象と関わりなが

ら、進んで問題解決をすることができる。 

各教科等に関する研究 理科 相原小学校 

進んで問題解決し、互いに学び深め合う子供の育成 

～ 学びがつながる、未来へつながる生活科・理科の授業づくり ～ 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

１３ 



５ 本研究における手立ての工夫 

 

 

理科では、問題解決の過程を通して、資質・能力

を育成することが求められています。 

 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点で相

原小学校の実践を整理し、お伝えします。 

 

 

子どもたちに「？」を生み出し、自分事としての 

問題意識をもてるようにするために 

 

学習指導要領には、「問題を見いだす力を育成す

るためには、複数の自然の事物・現象を比較し、その

差異点や共通点を捉えることが大切である」と示さ

れています。６年生の「植物のからだのはたらき」の

学習では、導入で「水を与えているマリーゴールド」

と「水を与えていないマリーゴールド」を提示し、子ど

もたちの中に、「水を与えている方は元気なのに、も

う一方は枯れているのはなんでだろう？」といった「？」

が生まれる状況をつくりました。 

子どもたちの生活経験には個人差があります。一

人一人が問題を自分事にするためには、生活経験の

差を埋めるための手立てをとることが大切です。過

去に育てた経験があるマリーゴールドを教材として

用いたこと、単元が始まる前から教室内でマリーゴ

ールドを育てる環境を意図的につくったことで、子ど

もたち一人一人が問題を自然に見いだせるようにす

る手立てとなっていました。 

このように、事象をじっくり観察することを通して理

科の見方・考え方を働かせ、差異点や共通点を基に、

子どもたち一人一人が問題を見いだせるように工夫

をすることが大切です。 

 

 

 

 

 

第６学年「植物のからだのはたらき」の授業の様子 

 

 

 

 一人ひとりの多様性を生かした授業づくり 

問題解決の過程を通して、資質・能力を育成する

ためには、一部の子どもたちの意見や考えだけを取

り上げるのではなく、学級の子どもたち全員がアウト

プットする機会を大切にして、問題解決の過程に参

加できるように授業を組み立てていくことが大切です。

特に、「自然事象に対する気付き」や「予想や仮説の

発想」を促す場面では、子どもたちから多様な考え

が表出されることが予想されます。このとき、教員は、

生活経験と関係付けたり、見方・考え方を働かせたり

しようとしている子どもの姿を認めるような言葉がけ

を意識したいものです。 

友だちと共に学ぶことは、一人では思いつかない

アイデアをもつことや新たな気付き等をもつことにつ

ながります。何より、一人で学ぶより友だちと協力し

た方がより妥当な考えが得られることを実感できる

ようにすることが大切です。最終的に一つの結論に

至るとしても、相原小学校では、その過程で出される

多様な考えを大切にした授業づくりを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年「物のとけ方」の授業の様子 

６ 研究のこれから 

相原小学校の研究のキーワードは、一言で表すと

「つながり」です。既習の内容や生活経験とのつなが

り、友だちとのつながり、未来とのつながり。他にも

様々なつながりが考えられます。問題を自分事として

捉えて追究することや他者との関わりを大切にした

相原小学校の研究をこれからも発信していきます。 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

「協働的な学び」の視点から 
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１ 研究主題 

この研究での『夢中になる』とは、「目標やめあて

を明確にもって運動（学習）する」こと、また、『学び

続ける』とは、「自己と向き合い、思考し、判断し、表

現することを繰り返している」姿と定義しました。つま

り、『夢中になって学び続ける子ども』とは、「自分が

めざす姿やイメージを明確にもち、そのゴールに向か

って、思考・判断・表現を繰り返しながら運動（学習）

している子ども」ではないかと考え、授業実践と協議

を中心に、検証を行っています。 

２ 研究内容 

 「夢中になって学び続ける子ども」の実現のために、

東林小学校では、図１のような研究構想図を作成し、

「見える化（可視化）」をキーワードに授業づくりを進

めることにしました。 

 

【図１：研究構想図】 

「見える化」とは、めざす姿や身に付けさせたい知

識・技能の習得のための思考の仕方等をホワイトボ

ードや ICT機器を活用して、可視化していくことを指

します。そうすることで、「今日の授業ではどんなこと

をするのか」や「自分はどのくらいできているのか」

といった不安を拭い去ることができるだろうと考えま

した。つまり、見通しをもたせることで子どもたちの活

動はアクティブになり、また、めざす姿や身に付けさ

せたい力の可視化、思考する姿の可視化をしていく

ことで子どもは夢中になって活動し、自ら学び続けて

いくだろうと考えました。 

３ 研究方法 

 

 

 

 

４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科等に関する研究 体育 東林小学校 

夢中になって学び続ける子どもを求めて 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

 

○子どもたちが今日の授業で何ができるよ

うになったかを明確に捉えられるように

したい。 

○既習事項を生かして、仲間とコミュニ 

ケーションを取りながら、主体的に課題

解決に向けて取り組めるようにしたい。 

研究内容 
（研究概要） 

(1) 授業実践（授業力を高める） 

(2) 研究協議、外部講師を招いての研修等（知

識や考え方を深める、広げる） 

(3) 3つのグループ（児童実態把握部、授業改

善部、情報発信部）に分かれての資料作成

（学んだことを整理し、共有する） 

 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

 

○めざす姿、身に付ける力、思考する姿を

可視化することで、自分自身で考え、仲

間と関わり合い、夢中になって、活動す

ることができる。 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 
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５ 本研究の手立ての工夫 

 

 

 体育科では、「運動や健康に関する課題を発見」

し、その解決を図る「主体的・協働的」な学習活

動を通して、資質・能力を育成することが求めら

れています。 

 ここでは、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の視点で実践したことを整理し、お伝えします。 

指導案検討の際に、観点別に身に付けさせたい

力を明らかにして、その力を付けていくための具

体的な手立てを示すようにしました。その際、

「見える化（可視化）」を意識して手立てを考

え、ホワイトボード、学習カード、タブレットＰ

Ｃなどを積極的に活用しながら授業づくりを行い

ました。 

 東林小学校では、子どもたちが発見した動きの

ポイントや、仲間からかけられた嬉しい言葉等を

可視化することで、次への頑張りにつながり、夢

中な姿へと変容していく姿が見られました。この

時に有効な手立てが、ホワイトボードの活用で

す。 

 

 

 

 

【技能ポイントをまとめたホワイトボード】 

 

【教具に示した可視化した 

技能ポイント】 

 

ホワイトボードの活用は、可視化された自分た

ちの学びを振り返るとともに、これからの学習を

見通すことができるものとして、個別最適な学び

を支えることにつながると考えます。 

子どもたちは、可視化された思考の流れや手立

てをもとに「気づく・比べる・判断する・表現す

る・焦点化する」を繰り返しながら課題解決に向

かっていきます。 

 

 

 

 

【実際の動きを見ながらよりよい動きをめざす姿】 

 一人では、解決が難しいことでも、可視化され

たものを仲間と見ながら、意見を出し合い、関わ

り合いながら活動する姿が数多く見られました。  

思考を可視化することで、お互いの考えが分か

り、関わり合いが生まれるとともに、場の工夫等

にも変化が生まれ、協働的な学びが必然的に生ま

れると考えます。 

６ 研究のこれから 

東林小学校では、ここまで述べてきた教育をよ

り進めていくために、３つのグループが子どもた

ちの実態を把握し、その実態をこれからの授業改

善に生かし、実践した内容をホームページ等で情

報発信をしています。 

指導をする側にとっても、思考の流れや技能の

ポイント等を可視化することで子どもとともに見

通しをもつことができ、場の工夫や問いの工夫へ

の意識も高まりました。 

体育科の特性を生かし、より夢中になって学び

続ける姿を追い求めている東林小学校の実践をも

とにこれからも発信していきます。 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

「協働的な学び」の視点から 

めざす姿を「可視化」することで、 

『夢中になって学び続ける姿』を引き出す 

協働的な活動を通して、 

『子どもたちの力』で課題解決をしていく 
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１ 研究主題 

鶴園小学校では、「仲間と共に たのしんで表現す

る子」をテーマとし、材や人との関わりを通じて、たの

しんで表現する子の育成をめざす研究に取り組んで

います。鶴園小学校は音楽科の研究を始め 3２年と

なりますが、毎年児童の実態に合わせて、研究主題・

方向性の見直しを行っています。 

２ 研究内容 

本研究では、「たのしい」を「楽しい」「愉しい」の２

つに分けて研究を進めています。友だちとの活動を

通して気持ちが満ち足りて、愉快な気持ちになる「楽

しい」。友だちとの話し合いを通して新たな考えが生

まれたり、共感し合ったりすることで感じる「愉しい」。

この２つの「たのしい」を感じながら学習を進めるこ

とが、豊かな自己表現につながると考えています。そ

れぞれの「たのしい」を実感できる授業や活動につ

いての研究に取り組んでいます。 

「楽しい」の研究については、全員ができる・わか

る「常時活動」を整理し、それを実践しました。「リズ

ム手回し」「強弱を意識した貨物列車」など、ゲーム

感覚で行う「常時活動」を取り入れたことで、楽しみ

ながら音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組み

などに気付く姿が見られました。また「常時活動」の

音楽的価値を整理することで、系統性をより意識し

た指導ができることが分かりました。 

「愉しい」の研究については、一緒に聴いた音楽

のよさについて話し合って確かめたり、楽譜を通して

作曲者の思いに気付いたりするなど、対話的な活動

を大切にしてきました。また、言葉だけでは伝えづら

いことも、音楽を使って表現する活動も大切なことだ

と考えて、研究を進めています。 

 

【教員が楽しみながら「常時活動」を研修で取り組む様子】 

３ 研究方法 

(1) ３つの研究グループによる運営 

「授業研究班」： 公開授業指導案検討 

評価の系統性研究 

「常時活動班」： 常時活動の研究・分類・周知 

音楽を形づくっている要素の研究 

「たのしみ班」：  朝の音楽会の運営 

校内音楽環境の整備 

(2) 全学年による公開授業 

(3) 音楽の授業に関するアンケート作成 

(4) 校内研だより発行による音楽科に関する考え

方・知識の共有・情報の発信 

(5) 子どもが音楽を好きになれる取組の実施 

「アカペラ歌うま放送中」    「音楽発表会」 

「ハッピーつるっこコンサート」 「朝の音楽会」 

「富澤裕氏による合唱指導」  

【Jamboardを活用した、建設的な協議会】 

各教科等に関する研究 音楽 鶴園小学校 

仲間と共に たのしんで表現する子  

～材や人との関わりから変容をうながす音楽活動～ 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 
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４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

○自分の考えを話したり友だちの考えを聞いたりし

た上で、自己表現ができるようにしたい。 

○「音楽づくり」では、自分の考えた音を介して、「な

ぜそのようにつくったのか。」など、理由や根拠をも

って思考できるようにしたい。 

○子ども、教員もたのしんで学べる授業をつくりたい。 

 

 

 

○音楽的な見方・考え方を豊かに働かせながら、 

 自分の考えをもち、仲間と共にたのしんで表現

できる。 

５ 本研究における手立ての工夫 

 

 

音楽科では、表現及び鑑賞の活動の過程を通して、

資質・能力を育成することが求められています。 

 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点で鶴

園小学校の実践を整理し、お伝えします。 

 

 

みんなが「たのしい！」と感じられるように 

「音楽づくり」の活動では、鍵盤ハーモニカや打楽

器など使って取り組むことが多くありますが、楽譜が

読めなかったり、運指に悩んだりする児童にとって、

音楽をつくり、奏でることが大きな壁と感じてしまうこ

とがあります。 

その際の有効な手立てとなるのが ICT を活用し

た音楽づくりです。アプリの音を選んでつなげること

で、自分が表現したい音楽をつくることができます。

再生機能を用いることで、つくった音楽を聴くことも

でき、試しながらつくることにつながります。自分で演

奏することは苦手だけれど、音楽をつくりたい児童に

とって、同じスタートに立つことのできる手立てとなり

ます。 

また、「歌唱・器楽」の活動では、タブレット PC の

録画機能を活用し、基礎的な技術の向上にも取り組

みました。自分が演奏する様子を録画し、繰り返し再

生することで、上手に演奏できなかったところに気付

きながら、納得がいくまで粘り強く練習に取り組む様

子が見られました。 

このように、ICT を上

手に活用することで、自

己調整を図るための手立

てとなるなど、自律した学

びにつながると考えられ

ます。 

 

 

 

音楽の学習では、聴き取ったことと感じ取ったこと

とを関連付ける学習活動が大切です。鶴園小では、

同じ空間で感じた「生」の体験をもとにして、感じ方

の違いやそのように感じた理由について話し合う活

動を大切にしています。協働的な学びなくして、感じ

方の違いに気付くことはありません。他者との感じ方

の違いに気付くことは、より豊かな音楽の表現につ

ながると考えます。 

【材質・奏法によって感じ方が変わることをみんなで確認する様子】 

６ 研究のこれから 

鶴園小学校では、ここまでに述べてきた教育を

実現するために、全学年で授業実践を行い、教員

が仲間と共に「たのしみ」ながら教材研究を進め

ています。音楽科の特性を生かし、仲間との関わ

りを大切にする鶴園小学校の実践をもとにこれか

らも発信していきます。 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

「生」の体験を充実し、感覚を共有すること 

 

「協働的な学び」の視点から 

【録画をもとに練習をする様子】 
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１ 研究主題 

相模台小学校では、主体的に人と関わり、外国語

の見方・考え方を働かせながら様々な人と円滑なコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を育成するため

の研究に取り組んでいます。本校は外国籍児童や外

国につながりのある児童が多く、国際色豊かな環境

にあり、学校生活の中で外国語を学ぶのには良い環

境にあります。その強みを生かしながら、学年の発達

段階に応じた、全学年における外国語活動・外国語

の授業づくりを軸とした研究を行っています。 

２ 研究内容 

 次の(1)～(3)に取り組むことにより「様々な人と円

滑なコミュニケーションを図ろうとする態度の育成」

につながると考え、その検証を行っています。 

(1) 言語活動における目的・場面・状況等の設定の

工夫 

言語活動を行う目的・場面・状況等の設定を工夫

し、児童の意欲を引き出します。また、単元のゴール

を単元の最初に示したり、導入を工夫して本時のゴ

ールを明確にしたりすることで、学習意欲を高めてい

きます。 

 

(2) 相手への配慮を意識したコミュニケーション力

の向上につなげるための手立ての工夫 

 子どもが自然に口ずさみたくなるような歌やチャン

ツを活用し、単語や表現に慣れ親しむことができるよ

うにしています。また、Small Talk の実践を通して、

相手に配慮したコミュニケーション力の向上を図る。

その際には、全体で、ペアで、グループで、など、対話

する形態を工夫し、スモールステップで対話のレベル

を上げていきます。 

(3) 小中９年間のつながりを意識した授業づくり 

CAN-DOリストや振り返りシートを活用し、指導と

評価の一体化を図るとともに、９年間のつながりを意

識し、授業に生かします。 

３ 研究方法 

２の研究内容について、授業実践と研究協議をも

とに、研究を進めています。 

４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

○相手に伝えたいという思いをもって、主体的に人と

関わり、外国語の見方・考え方を働かせながら、

様々な人と円滑なコミュニケーションを図ろうとす

る態度を育みたい。 

 

 

 

○相手のことを分かりたい、相手に伝えたいという思

いをもって主体的に人と関わることができる。 

○外国語の見方・考え方を働かせながら、様々な人

と円滑なコミュニケーションを図ることができる。 

 

５ 本研究における手立ての工夫 

 

 

 

(1) 身近で分かりやすく、今までに学んだことを活

用する必然性のある目的、場面、状況等を設定

することによる、学習の個性化 

(2) ふり返り用紙の活用を通した、指導の個別化 

(1)授業では、初めに歌やチャンツ、ゲームなどを

活用して、英語を学ぶ意欲を高めた上で、言語活動

各教科等に関する研究 外国語（活動）相模台小学校 

外国語の見方・考え方を働かせた授業づくり 

～コミュニケーション力を育てるために～ 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 
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を通した指導を行っています。その際、「お互いのこと

をより良く知り合うために」「自分が紹介する国の良

さを知ってもらうために」など、子どもにとって分かり

やすい目的、場面、状況等を設定しています。何のた

めの言語活動であるかをはっきりさせることで、「こ

の目的を達成するために、私はこんな工夫をしよ

う。」というように、子ども一人ひとりが目的の達成の

ための工夫を考える機会が生まれます。このような指

導は、子どもが自分の特性に応じた工夫を自分で考

えて実践することにもつながります。例えば、自分の

得意なことや詳しく知っていることを生かして、紹介

内容をより詳しくすることなどが考えられます。このよ

うな学習の個性化により、自信をもって主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする意欲が高まることが期

待できます。 

(2)授業の終わりには、振り返り用紙を活用した振

り返りを行っています。本時の目標を達成できたかど

うかや、できたこととできなかったこと、次に努力した

いこと等を記入し、次の学びにつながるようにしてい

ます。振り返りをすることで、子どもが自分自身の学

びの状況を把握し、課題を解決するためにどのよう

に学習していけばよいか、学習の見通しをもつことが

できます。教員にとっては、振り返り用紙に書かれて

いる内容をもとに、指導の個別化を図り、個々の

子どものもつ課題や目標に応じた指導を行うことが

可能になります。これらのことが子どもの学習改善に

つながり、学んだことを生かしながら外国語を使って

様々な人と関わろうとする態度を育成することにつな

がります。 

 

 

 

 

(1)言語活動は、次のような流れで行っています。 

・まずは言語活動に取り組む。 

・子どもの活動例をみんなで共有する。 

・共有して気付いたことを生かし、再度取り組む。 

 

 

 

↑言語活動 1回目。子どもはペアやグループを作

って、自分の考えたことについて相手とやり取りを

したり、相手に伝えたりします。 

 

 

 

 

↑数名の子どもに実際の活動を発表してもらい、

その姿を子ども全員が共有します。 

 

 

 

 

↑その様子を見ていた子どもたちが、よかったとこ

ろや参考にしたいところ等を発表し、共有します

（中間指導）。 

 

 

 

 

↑共有した内容を生かして、2 回目の言語活動を

行います。このような中間指導を含めた言語活動

を行うことによって、目的達成のためにどのような

工夫をすればよいかを理解することができます。 

 

 (2)中間指導において、教員が大切にしている視点

は「相手への配慮を引き出すための工夫」です。子

どもの気付きに対して「そうするとどんな良いことが

あるの？」と問い返し、相手やその状況等に応じて適

切なコミュニケーションができるようになるということ

を、子どもが学べる機会となっています。 

これらのような協働的な学びを通して、子どもは外

国語の見方・考え方を働かせながらコミュニケーショ

ンを図る力を身に付けることが可能になります。 

 

６ 研究のこれから 

令和 5 年度の研究発表では、実際の授業の様子

や子どもの学習への取組状況などをもとに、子ども

の変容を捉え、その成果を発表する予定です。主体

的にコミュニケーションを図ることのできる子どもの

具体的な姿が見られることを期待しています。 

授業中の指導の工夫 

(1) 言語活動における中間指導の工夫 

(2) 相手への配慮を引き出すための指導の工夫 

 

「協働的な学び」の視点から 
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（色彩チームでの協議の様子） （外部講師による指導・助言） 

 

 

 

１ 研究主題 

谷口台小学校では、「子どもの夢と未来をつな

ぐ学びの実現～「整理・分析」の充実を通して

未知なる状況でも乗り越えていける子どもたち

の育成を目指して～」をテーマに研究を進めて

います。 

子ども達が「なりたい自分像」を実現するた

めの術や方法、能力を獲得できるようにするた

めに、その指導方法やカリキュラムの開発に取

り組んでいます。 

２ 研究内容 

 

 

 

谷口台小学校では、「なりたい自分像」を実現

するための術や方法、能力を身に付けるため、

次に示す３つの内容について研究を進めていま

す。 

《研究のポイント》 

 

 

 

 

 

 

３ 研究方法 

(1) 色彩（パレット）と呼ばれる縦割りチーム

で、教材研究や授業づくり、単元計画の作

成 

(2) 外部講師を招聘しての授業研究 

(3) 全学級による授業実践と研究協議 

 

 

 

 

 

４ 本研究のスタートとゴール 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各教科等に関する研究 生活・総合 谷口台小学校 

子どもの夢と未来をつなぐ学びの実現 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

・工夫を凝らして試行錯誤しながら、思い描く夢の

実現に向けた歩みを進められるようにしたい。 

・知恵を発揮し、よりよく生きる考えや方法を生み

出せるようにしたい。 

 

 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

豊かな活動を通して、自分たちの生活に関わ

る見方・考え方を働かせ、自分の生活をより豊

かにしようとする態度や、未来に向かって「自

己実現」を果たそうとする態度を身に付ける。 

 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

〇「まち」を材の中心に据えたカリキュラムの

作成及び身近な人や社会、自然との関わりを

生かす学習活動の展開 

〇「整理・分析」する力を育成するための指導

方法 

〇学びの連続性や系統性、方向性を明確にする

ための「資質・能力系統表」の作成 
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（地域のパン屋さんとの

やりとり） 

（ふりかえる４） 

（相模原中等教育学校

でのどんぐり拾い） 

５ 本研究における手立ての工夫 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

 
 

〇児童の課題意識を連続、発展させる支援と工夫 

【工夫①】多様な場や人材の設定、活用 

 価値ある対象との出会い、関わり合いを大切

に、いろいろな人、地域へとつながる活動を取

り入れています。学習の質を高めるために、「本

物」との関わりを意識することや、学習材が「地

域にあるか、広がりがあるか、手ごたえを感じ

られるか」などを吟味しています。 

 

 

 

 

 

【工夫２】「ふりかえり」の重視 

 「ふりかえる４」を活用することで、子ども

たちは視点をもって振り返り、自身の成長を実

感することができます。また、次の学習や活動

への目標を定め、見通しをもって取り組むこと

もできます。このように、振り返りの仕方を工

夫することで、学んだことを関連付けたり一般

化したりし、深い学びにつなげられるようにし

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

〇価値のある学習に結びつく対象との出会い、 

関わり合いをつくる 

  谷口台小学校では、専門家や地域の人などに

繰り返し関わりながら学習を進めることを大切

にしています。一度の関わりでは深く理解でき

ないことも、何度も会って、話を聞いたり質問

をしたりすることで、理解が深まります。また、

多様な他者と出会い、それぞれがもつ考え方や

感性に触れることや、それをもとに学級の仲間

と話し合うことは、自分の考えを深め、広げる

ことにつながります。このような活動を大切に

することこそ、協働的な学びにおいて大事にし

たい視点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ここまでに述べたような、「地域の材を生かし

た豊かな体験活動を設定すること」や「指導の

工夫について考えること」などは、一人の力で

は成しえません。 

どの教員も「材の研究」や、「単元計画の作成」

などに一人で困らないように、校内研究や OJT

を活用し「みんなで」考える環境を整えること

で、どの教員も前向きに研究に取り組めるよう、

校内体制の充実を図っています。   
 

６ 研究のこれから 

「個別最適な学び」の視点から 

「協働的な学び」の視点から 

谷口台小学校では、どの学年・クラスも子ども

の願いや夢を実現できるような学習を展開する

中で、子どもたちがどのような資質・能力を身に

付けているのかを見取り、子ども自身が「何を学

んだか」を実感できるような価値付けを行って

きました。 

今後も、これまでの研究の成果や課題を「研究

のバトン」として日々の授業につなげ、授業改善

に取り組むことで、子ども達が大きな充実感を

味わえる授業に繋げていきます。 

 

協働的に学習に取り組むことが、探究的

な学習を実現するためには不可欠です。こ

のような学習を行うためには、ストーリー

性をもった柔軟な年間計画、単元計画を作

成することや児童の学習活動を支援してく

れる団体や個人を想定しておくことが欠か

せません。 

 

児童一人ひとりの興味・関心を大切にす

るために、本物に触れる場を設定すること

で、粘り強く学習に取り組もうとする態度

の育成につながります。また、自己の成長や

学びを実感できる振り返りをすることで、

自ら学び続けようとする子どもたちを 

育てることができると考えます。 
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１ 研究主題 

淵野辺東小学校では、自他を尊重し、人としてより

よく生きようとする子どもの育成をめざし、「学校教

育活動全体を通じて行う道徳教育と道徳科授業の

関連（別葉の活用）」と「子どもが主体的に道徳性を

育む授業の創造（主体的・対話的で深い学びの実

現）」を軸に、研究を推進しています。 

 

２ 研究内容 

１・２年目では、「各教科等と道徳科授業の学びの

関連を意識化するための別葉の可視化（図１）」や

「各教科等の学びと関連させた道徳科授業の工夫」

などを行ってきました。意図的・計画的に、各教科等

での道徳教育を行い、その結果としての子どもの実

態を道徳科授業の指導の工夫に生かすことは、子ど

もの主体的な学びの姿につながることが分かってき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年目では、これまでの研究を継続しながら、サブ

テーマの「一人ひとりが考える」「ともに深め合う」を

視点に、各学年で、道徳科授業におけるめざす子ど

もの姿を捉え直し、そのめざす子どもの姿に着目した

指導の工夫についても、研究を進めています。 

３ 研究方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科等に関する研究 道徳 淵野辺東小学校 

自他を尊重し、人としてよりよく生きようとする子どもの育成をめざす道徳教育 

～一人ひとりが考え、ともに深め合う道徳科の授業を要として～ 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

(1)1人 1授業・公開授業の実施  

・1人 1授業は全担任が実施。個人提案、学年 

公開とする。 

・全体公開は学年団ごとに 1 クラス、なのはな 

級の全 4 クラスとする。 

・学年ごとに 1クラスは学年団公開とする。 

【参観の視点】 

□学校教育全体で取り組む道徳教育が推進 

されているか。 

□サブテーマの目指す子どもの姿に迫ってい 

るか。 

(2)別葉の効果的な活用方法に係る検討と実践 

  ・各教科等と道徳科授業の学びの関連を検 

討 

  ・1人 1授業等を活用し、実践・検証 

  ・効果的な活用事例の可視化方法等検討 

 

主な役割分担 

【推進委員】 

研究方法（１）（２）の計画立案や学年の取組状

況の確認・調整 

【授業改善係】 

研究方法（１）に係る先行研究の紹介、授業実

践した指導案・板書写真等の発信 

【日常活動教育係】 

研究方法（２）に係る取組 

（図１）「各教科等と道徳科授業の学びの関連を 

意識化するための別葉の可視化」 
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４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本研究の手立ての工夫 

 

 

道徳科の授業では、「自分との関わりで」「多面

的・多角的に」という２つの考える姿を大切にしてい

ます。「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視点

で実践したことを整理し、お伝えします。 

 

 

 

 

教材の中には、複数の登場人物の姿が描かれて

いるものがあります。教材の読み聞かせ後、それぞれ

の登場人物が置かれている状況を理解できるように

する工夫を行うことで、どういう道徳的問題が存在し

ているのかを理解でき、自分の考え方を明確にしな

がら、主体的に道徳的価値の自覚を深めることにつ

なげることができます。 

 

 

 

 

 

（状況理解を促す板書の一部） 

 

 

 

道徳科では黒板を生かして話し合いを行うことが

多くあります。授業者が明確な意図をもって対比的、

構造的に示したり、中心部分を浮き立たせたりする

などの工夫をすることで、子どもはそれらを、思考を

深める手掛かりとして活用し、新たな視点で考えたり、

対話を通して、道徳的価値の自覚を深めたりするこ

とにつなげます。 

 

 

 

 

 

（板書の一部） 

６ 研究のこれから 

  研究３年目の成果と課題を整理し、令和５年度

は「子どもを主語」にした研究を継続していきま

す。   

 

〇自分との関わりで考えることを通して、自分の

感じ方や考え方を確かにしたり、友だちと考え

を交流させたりしながら、視野を広げ、考えを

深め合ったりできるようにしたい。 

〇人としてよりよく生きていくことの基盤となる道

徳性の諸様相を育んでほしい。 

性の諸様相が育ってほしい。 

相が育ってほしい。 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 

) 

 

（例）第３学年 

【道徳科授業における子どもの姿】 

「一人ひとりが考える」 

・話し合いをする前に自分のことを振り返り、 

物事を自分事として考え、道徳的価値について

自分の考えをもつことができる。 

・自分の考えをもつために、友だちの話をよく 

聞き、自分の考えとの類似点、相違点を探す 

ことができる。 

「ともに深め合う」 

・「友だちの考えを聞いて、自分の考えを広げ 

る」→「もう一度自分自身で考える」→「自 

分事として捉えたり、自他共に認め合ったり 

する」 

【道徳教育の重点目標の子どもの姿】 

・相手のことを思いやり、進んで親切にする。 

・友だちと互いに理解し、信頼し、助け合う。 

・生命の尊さを知り、生命あるものを大切にする。 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

登場人物の置かれている状況を理解できる

ように工夫すること 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

子どもが思考を深める手掛かりをつくること 

「協働的な学び」の視点から 
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１ 研究主題 

キャリア教育推進の方向性の一つとして、小・中９

年間における学びの連続性を重視した「縦の接続」

があります。「縦の接続」は、児童生徒の実態を踏ま

え、キャリア教育で育みたい力を、小・中学校が発達

段階に応じ、一貫性・系統性をもって育むことを示し

たものです。 

鳥屋中学校区では、「小中一貫教育の取り組みに

向けた“縦の教育活動”の実践」をテーマに、「自ら

未来を切り拓き、鳥屋で育ったことに誇りを持てる人

材の育成」をめざして研究を進めています。 

小・中９年間で育みたい力を明確にし、めざす子

どもの姿を設定して、それに向かって教育を展開する

ことにより、自己の生き方や学び続ける意義を学ぶこ

とにつながるといえます。 

２ 研究内容 

 

 

 

 

 

 鳥屋中学校区では、めざす子どもの姿として、上記

の４つを設定しています。令和４年度は、「自分の意

見を持って発信できる子」に焦点をあて、小・中の教

職員で共有し、全ての教職員で、全ての教育活動に

おいて、めざす子どもの姿を意識した教育活動を行

っています。このような取組を９年間見通しを持って

意図的に行うことで、子どもたちに育みたい力を養っ

ていくことをめざしています。 

３ 研究方法 

小・中の教員を３つのグループに分け、それぞれの

グループを中心に次の（１）～（３）について、研究を

進めています。 

（１） 学習指導に関すること 

授業研究（授業づくり）、研究協議 等 

（２） 交流事業に関すること 

小中合同運動会、学校行事 等 

（３） 教育課程に関すること 

教育課程の編成、職員間の日程調整 等 

このことについて、児童生徒・教員向けのアンケー

トや、児童生徒のキャリア・パスポート等の記述をも

とに検証します。 

 

 

 

 

 

４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 縦の接続 鳥屋中学校区（鳥屋小学校・鳥屋中学校） 

「小中一貫教育の取り組みに向けた“縦の教育活動”の実践」 

～自ら未来を切り拓き、鳥屋で育ったことに誇りを持てる人材の育成～ 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

学校規模が小さく少人数のため、自分の考え

や思いを表現することが苦手な子どもたちが多

い。自分の考えを他者に伝えることができるよう

になってほしい。また、それにより自分に自信を

もち、鳥屋で支えられ育ったことに誇りをもつこ

とができるようになってほしい。  

９年間でめざす子どもの姿 

〇自分の意見を持って発信できる子 

〇地域や社会に貢献できる子 

〇広い視野を持っている子 

〇多様な価値観を認められる子 

スタート 
(研究に臨む前の教員のねがい) 

様々な場面で自分の意見や考えがもてるよう

になり、他者に向けて発信しようとすることができ

る。それにより自分に自信をもつことができる。 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

小中研究会の様子 
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５ 本研究における手立ての工夫 

 

 

 

 

 

 

 

～授業構想の段階から小中合同で検討～ 

「小中一貫の日」において、８月は中学校、１月は

小学校で公開授業を行いました。 

 公開授業に向けては、授業構想の段階から小・中

の教員が集い、複数回に渡って検討を重ねて授業づ

くりをしていました。この授業検討会では、子どもたち

の名前が飛び交い、子ども一人一人の実態に応じた

指導の手立てを構想する姿が見られました。また、授

業後の研究協議においても、子ども一人ひとりの学

習状況について、見取った具体的な姿を共有し、授

業改善に向けた視点を見いだすことができました。 

この学級にはどのようなことに困難さのある子ど

もがいるのか、その子に対してはどのような手立てを

とればよいのかなど、子ども一人ひとりに応じた指導

を考えることが、「指導の個別化」につながっていくと

考えます。また、授業後には、どういった場面で子ど

もがつまずいていたのか、校種や教科を超えて深め

ることができていたことも、研究として価値のあるも

のになっていました。 

 

小中研究会の様子 

 

 

～外部講師を招いての指導・助言～ 

公開授業後には、授業を参観していただいた聖心

女子大学の益川弘如教授より指導・講評をいただき、

研究実践の成果と課題を見いだしました。 

 子どもたちが自分の考えを発信する場面を設定す

る手立てとして、「知識構成型ジグソー法」の提案が

ありました。 

 

 子どもが自分の意見や考え、情報を他者に伝える

必然性をもたせるための方法の一つとして、ジグソー

法を取り入れた授業では、質の高い協働的な学びを

実現することができました。 

このように子どもが自分の考えや意見を表現する

活動を意図的に設定することが大切です。また、子ど

もが自分の考えや意見を表現するには、伝えたい考

えや意見をもっていることが不可欠です。考えを形成

するための学習活動を充実させたうえで、伝え合う

活動に結びつけることが、「自分の意見を発信できる

子」の育成につながるといえます。 

 

公開授業（ジグソー法にチャレンジ） 

６ 研究のこれから 

※知識構成型ジグソー法について 

 グループの各メンバーがそれぞれ担当する資料等をも

とに調べたり、追究したりした成果をグループにもちよっ

て学習の課題を解決する授業形態。生徒同士の対話を

重視する学習方法であり、生徒による主体的な協働学

習をめざした実践を進めることができる。 

「個別最適な学び」の視点から 

「協働的な学び」の視点から 

小・中学校の教員が子どもの実態を共有しな

がら、めざす子どもの姿を意識した様々な教育活

動に取り組んでいます。これからも、鳥屋の子ども

たちが、自分の成長を自覚し、自覚したことを自

分の言葉で語れるような取組を期待しています。

子どもたちが自分に自信をもち、地域で育ったこ

とに誇りをもてるようになるためには、どのような

働きかけが必要なのか、鳥屋中学校区の実践を

もとにこれからも発信していきます。 

 

鳥屋中学校区では、「授業づくり」や「学校行

事」を通した実践研究に取り組んでいます。こ

こでは、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の視点で、「授業づくり」に焦点をあて、実践し

たことを整理し、お伝えします。 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

２６ 



 

 

１ 研究主題 

鵜野森中学校区では、学校と家庭・地域住民等や

行政が連携・協働した教育活動である「横の連携」

を軸に、家庭や地域とのつながりを生かした授業実

践等の取組を通して、自己肯定感を高め、社会的・

職業的自立に向けて必要な力を身に付ける、キャリ

ア発達を促す研究を進めています。 

鵜野森中学校区の学校はコミュニティ・スクール

導入校として「めざす子ども像」を地域とともに設定

しました。家庭・地域と連携した教育活動に取り組む

ことで、児童生徒の自己肯定感が高まり、「めざす子

ども像」の実現につなげることができると考えていま

す。 

２ 研究内容 

次の２つの取組を中心に進めることにより、自己肯

定感を高めることができるかを研究しています。 

○「めざす１５歳の子ども像」を家庭や地域と共有し、

家庭や地域と連携した教育活動を実践する。 

「めざす１５歳の子ども像」の育成 

   ～地域（人とのつながり、感謝できる子） 

・将来の夢（将来に向かってがんばる子） 

・主体性（自分で考え、挑戦する子）～ 

○生活科や総合的な学習の時間等を通して、学んだ

ことが実生活・実社会とつながることを実感するこ

とができるよう、家庭・地域との連携を行う。 

 

 

 

 

令和４年度 第１回学校運営協議会の様子 

３ 研究方法 

・生活科・総合的な学習の時間等における、家庭や

地域とのつながりを生かした学習活動の開発を進

め、実践する。 

・自己肯定感の変容を把握するため、学期ごとに

Google forms で自己肯定感に関するアンケート

を実施する。 

・小中一貫の日に小中学校の教職員で実践したこと

を共有するとともにアンケートの分析を行う。 

４ 本研究のスタートとゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本研究における手立ての工夫 

 

 

 

 

 

 

 

横の連携 鵜野森中学校区（大野小学校・鹿島台小学校・鵜野森中学校） 

広い視野を持ち、社会を生き抜く力と未来を切り拓く力を身に付ける              
～家庭や地域とのつながりを生かして自己肯定感を高める取組～ 

＜大野小学校＞ 

○自己肯定感を高めるための手立てとして 

・自己選択・自己決定する場面を取り入れる…自ら

の課題や学び方、学習ツールを選択し、学習に取り

組むことで、主体的かつ意欲的に取り組む姿勢を

育んでいます。 

・アウトプットにより自己有用感を高める・・・自分の

学びを他者へ伝えることで、自分自身の成長が実

感できるようにしています。 

 

・子どもたちの自己肯定感が高まり、めざす１５歳の

子ども像を実現することができる。 

・学校・家庭・地域・行政が一体となって推進する横

の連携が充実し、学校の教育活動がより深まる。 

 

子どもたちの可能性を引き出す学び～各教科等でめざす資質・能力の確実な育成に向けて～ 

研究内容 
（研究概要） 

 

・中学校区の子どもたちの自己肯定感を高めること

により、キャリア発達を促したい。 

・コミュニティ・スクールであることを生かし、地域との

連携・協働により、教育活動をより充実させたい。 

ゴール 
(研究を終えた後の子どもの具体的な姿) 

「個別最適な学び」の視点から 

指導方法・手立ての工夫（プロセス） 

スタート 
(研究に臨む前の教員の願い) 
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公開授業の様子から 

  大野小学校では、生活科や総合的な学習の時間

を通して、「他者と協働し、やりぬく力を育む～自ら問

い、おもい、かかわる子～」をテーマに、「自ら問い、

おもい、かかわる」授業づくりと、「教師が子どもを見

取り、生かす力を高める」授業研究を行っています。 

 

 

＜鵜野森中学校の取組＞ 

○学んだことが実生活・実社会とつながる実感をも

たせることを目的とした地域資源の活用 

・総合的な学習の時間を中心とした授業実践・・・探

究のプロセスを通して、自己を理解し、将来の生き

方を考える学習活動を充実させ、子どもたちの学び

の広がりにつなげています。 

２年生では、総合的な学習の時間にJAXAの方や

鵜野森中学校を卒業して起業された方、地域の方を

ゲストティーチャーに招き、「会社をつくる」授業を実

施しました。 

興味・関心のあるテーマごとにグループをつくり、

どうやったら会社を作ることができるかについて、友

だちと自分の意見を比較・検討しながら考え、プレゼ

ンテーションを行いました。地域の方からの助言をも

とに整理・分析しながら何度も修正し、よりよいもの

にしていました。起業した経緯や現在の取組につい

て、身近な地域の先輩の話を直接聞くことで、自己

の生き方を考えるよい機会となっていたといえます。

協働することで学びが広がり、自分の考えをさらに深

めることができました。 

 

 

 

 

 

JAXAの方にプレゼンテーションを行う様子 

また、３年生は学校運営協議会委員の方が面接官

となり、高校受験の面接練習を行いました。志望理

由や自分のよいところ、中学校での学びや頑張って

きたこと等について、考えをまとめ、他者に伝えるよ

い機会となっていました。 

 

 

＜鹿島台小学校の取組＞ 

○自己肯定感を高める働きかけについて共通理解

を図る、保護者セミナーを毎学期実施・・・「子ども

たちの自己肯定感を高めるために学校や家庭で

できること」をテーマに、オンラインセミナーを実施

しました。自己肯定感を高めるための学校の役割、

家庭の役割について確認するとともに、子どもたち

のためにどんなことができるのかを考える良い機

会となっていました。 

 
       保護者セミナーのテーマについて 

 

育みたい力について共通理解を図る（一部スライド） 

この取組を通じて、「なぜつながる力が大切なの

か」や「自己肯定感を高めるための働きかけ」を共

通理解することで、子どもたちを共に育てていくとい

う意識を高めていくことができると考えています。 

６ 研究のこれから 

 

「協働的な学び」の視点から 

中学校区で学校・家庭・地域と共に、めざす子

ども像を共有し、コミュニティ・スクール（学校運営

協議会）や地域を生かした取組を充実させること

で、子どもたちの自己肯定感を高め、中学校区の

めざす子ども像の実現をめざしていきます。 

 

家庭との連携について 
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Ⅰ 研究のねらい 

「何を学ぶか」という「内容」（コンテンツ：

content）を中心に構成されてきた学習指導要

領が、平成 29 年の改訂において「何ができる

ようになるか」という「資質・能力」（コンピ

テンシー：competency）を軸に整理されまし

た。このことは、教師目線で「何を教えるか」

を考えてきた従来の教育を見直し、子どもの

立場に立って「何ができるようになるか」を考

えようとする教育観の転換が求められている

ことを意味します。「何ができるようになるか」

を意識して指導を行う上では、「何ができるよ

うになったのか」を的確に捉える学習評価の

在り方が重要になります。学習評価の果たす

べき役割については、中央教育審議会の答申1

の中に次のように示されています。 

学習評価は、学校における教育活動に関

し、子供たちの学習状況を評価するものであ

る。「子供たちにどういった力が身に付いた

か」という学習の成果を的確に捉え、教員が

指導の改善を図るとともに、子供たち自身が

自らの学びを振り返って次の学びに向かう

ことができるようにするためには、この学習

評価の在り方が極めて重要であり、教育課程

や学習・指導方法の改善と一貫性を持った形

で改善を進めることが求められる。  

 本研究においては、妥当性・信頼性の高い学

習評価の在り方について、授業実践をもとに

考察を行うとともに、学習評価（学習の状況）

を教師と児童生徒が共有することで、その後

の学習や指導の改善にどのような影響を与え

るのかについて検証を行います。 

 学習評価の在り方を見直すことが、児童生

徒の学習改善や教師の指導改善につながるこ

とを具体的に示していきます。 

 

                                                      

1 「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」

平成 28 年 12 月 21 日中央教育審議会  

  

Ⅱ 研究内容 

１ 妥当性・信頼性のある学習評価の在り方

について 

２ 児童生徒の学習改善や教師の指導改善に

つながる学習評価の在り方について 

 

Ⅲ 研究方法 

 国語、社会、図工・美術の各教科において、

小学校、中学校における実践をもとに研究を

進めます。授業実践においては、次の４点を

意識した実践を行った上で、その効果を検証

します。 

１ 単元や題材の学習・評価計画と評価規準

を児童生徒と共有すること 

２ 具体的な評価場面と評価方法を児童生徒

と共有すること 

３ 学習評価を基にした教師の指導改善を行

うこと 

４ 児童生徒の学習前後の変容を捉えること 

  

Ⅳ 授業実践の紹介 

【中学校 社会】 

1 単元名 「民主政治」 

2 評価の実際 

単元の７時間目の授業において、選挙の課

題について考えました。「思考・判断・表現」

に関して「記録に残す評価の機会」について、

検証しました。 

【単元の評価規準】(思考・判断・表現) 

メディアリテラシーを身に付けることの

必要性や、公正な選挙を行うためにどのよ

うなしくみが求められるかについて多面

的・多角的に考察し、表現している。 

 次の記述は、「日本でも義務投票制度を取り

入れるべきか？」に対する生徒の記述です。 

 
内田 真吾（根小屋小学校）  髙橋 伸一（中野小学校）    押田 千鶴（谷口台小学校）   

遠藤 竜也（大野南中学校）  𠮷田 侑幹（大野南中学校）   大橋 佳子（相陽中学校） 

中里 勝也  室井 泉  表木 誕  東山 歩  新城 英輝  阿部 高美（教育センター） 

令和３年度・４年度 教育センター教育研究員研究 
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【生徒 A の事例】 

義務投票制度を取り入れるべきかと言わ

れたらどちらとも言えない。  

導入時の生徒 A の記述 

 

取り入れるべき人の意見は『若者の選挙

に対して関心を高める』と言っていたけど、

どのようにして若者の関心を高めるのか疑

問に思った。個人的には義務投票制度があ

ったらよりよい実現が目指せないんじゃな

いかと考えた。  

〔評価の判断〕  

グループでの意見交換後の生徒 A の記述 

グループでの意見交換後には、投票率が高

いだけではよりよい社会の実現には繋がら

ず、若者の関心が高いことも重要だと捉えて

いることがわかる。国民一人ひとりが政治に

対する関心を高め、主体的に政治に参画する

ためには、どのようなしくみが求められるか

を多面的・多角的に考察し、表現していると

判断し、「概ね満足できる」状況（B）と評価

しました。 

 

【生徒 B の事例】 

取り入れるべきだと思う。投票で選んだ人

がこのあとの国の在り方を作っていくのに

国民が投票しなければよりよい社会を作っ

ていけないから･･･ 

導入時の生徒 B の記述 

 

取り入れない方がいいと思った。取り入

れないと国の在り方を作っていく人が適当

になってしまうと思っていたけど、義務に

してしまうと投票所に行けない人と同じ考

えを持つ政党がいない人たちも罰を受けて

しまうから。 

グループでの意見交換後の生徒 B の記述 

〔評価の判断〕 

グループでの意見交換後には、投票所に行

けない人などに着目しており、多面的・多角

的な視点で捉え、双方の立場を十分に考察し

ていることが読み取れる。そのため、「十分満

足できる」状況（A）と評価しました。 

 

3 検証から見えてきたこと 

 

 

 

 

ア 目標と評価規準を明確にするとともに、 

 「目標を実現した児童生徒の具体的な姿は、

どのような姿か。」授業実践を行うにあたり、

教育研究員が行ったことは、まず、児童生徒の

「ゴールの姿」を明確にすることでした。具体

的な「ゴールの姿」が明確になることで、その

姿を実現している児童生徒と実現できていな

い児童生徒とを即座に見わけ、一人一人にき

め細やかな指導・支援を行うことができまし

た。また、子どもたちにとっても、「学びやす

さ」につながったことが、アンケートから明ら

かになっています。このことは、研究発表や研

究論文の中でお伝えします。 

 

 

 

 

 授業実践の中では、単元の過程において行

われる評価（指導に生かすための評価）をもと

に、それを指導に生かすことができました。

「指導に生かすための評価」を行うことで、児

童生徒がどのような点でつまづいているのか

を詳細に把握し、その手立てを具体的に構想

することにつながりました。 

 

Ⅴ 今後に向けて 

  

 

 

 紹介した実践事例のように、目標や評価
規準に照らして、妥当性・信頼性のある学
習評価を行っていくとともに、評価したこ
とを教師と児童生徒が共有し、その後の学
習や指導に生かしていくことが重要だと考
えています。 
今後については、「学習評価は何のために

行うのか？」という目的に立ち返り、教師
にとっても、子どもたちにとっても意味の
ある取組であることを具体的に示していき
ます。 

(1) 目標と評価規準を明確にするととも

に、それを教員と児童生徒で共有する

ことが「指導のしやすさ」や「学びやす

さ」につながる。 

 

(2) 評価を生かし、児童生徒の実態を具体

的に把握することで、指導の工夫が生

まれる。 
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Ⅰ 研究のねらい 

中央教育審議会答申（令和３年１月２６日）

「令和の日本型学校教育」では個に応じた指

導の重要性と多様な他者との協働の重要性が

示されました。 

学校現場では、これまでも特別支援教育の

視点で一人ひとりの教育的ニーズに応じた適

切な指導や支援に取り組んできました。ここ

で示された「個別最適な学び」とは、これまで

の特別支援教育の個に応じた指導の重要性を

「学習者の視点」から整理したものと捉えま

した。 

 「個別最適な学び」を意識した授業づくりと

は、児童生徒が授業を通して自己肯定感の高

まりを感じ「なりたい自分」に近づけるような

授業改善の在り方と考えます。また、他者との

協働を通して行う「協働的な学び」を授業に取

り入れることで、自分の良さや可能性を再認

識することにつながると考えます。  

本研究は「児童生徒が自らの学習状況を把

握し、主体的に学習を調整できる」ようにする

ためには、どのようなプロセスで指導を行っ

ていくべきかについて検討し、実践していき

ます。 

 

Ⅱ 研究内容  

1  特別な教育的支援が必要な児童生徒の学

習改善や指導改善について、身に付けさせ

たい力・めざすゴールの姿を明確にするこ

と 

 

２ 自己理解と自己実現につながる児童生徒

の学習改善や指導改善について、学習者が

なりたい自分を意識すること 

 

 

 

 

Ⅲ 研究方法 

小学校・中学校の通常の学級に在籍する児

童生徒、特別支援学級に在籍する児童生徒に

対する授業実践をもとに検証していきます。 

 授業においては、次の４点を意識した実践

を行います。 

１特別な支援を必要とする児童生徒を対象

としてアセスメントを行い、授業づくり

に反映させること 

２R－PDCA サイクルを活用した授業を行う

こと 

３児童生徒が自己理解を深めることを促す

こと 

４「なりたい自分」に向けて自ら学習を調整

していく力の育成を促すこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

R-PDCA サイクルによる授業づくり 

 

 

 
松本 陽（東林小学校）  濱中 希衣（作の口小学校）  梶原 圭子（夢の丘小学校） 

金指 諒介（旭中学校）  今泉  純（小山中学校）      

三浦 貴隆  米澤 由美子（教育センター） 

 

令和３年度・４年度 教育センター教育研究員研究 
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Ⅳ 授業実践の紹介 

【小学校 第６学年 算数科】 

１ 単元名 「分数でわる計算を考えよう」 

２ 本時の目標 

「分数を分数でわる計算の仕方を既習の計

算をもとに考え、説明している」 

３ アセスメントを踏まえた授業づくり 

「Co-MaMe※」を活用し、担任、学年主任等、

計７名でアセスメントを行いました。対象児

Ａは、相手の表情や態度から気持ちを読み取

ることが苦手で、自分の考えを表現すること

に消極的な児童です。そのため、Co-MaMe の

教育的ニーズ４０項目の中から、支援項目を

「Ｂ１０：他者理解」と設定し、具体的な手

立てを検討しました。 

Co-MaMe によるＢ１０「他者理解 試行期」

の支援方法の例 

(1)友達との関わり方を工夫する 

(2)見通しをもたせる 

(3)友達と気持ちや意見を伝え合う設定 

(4)自己評価や目標を掲示して取り組む 

 

 

４ 「なりたい自分」の姿との関連 

「なりたい自分」に向けて、自己実現を繰

り返すことが自己理解を促し、自ら学習を調

整する力につながると考え、「なりたい自

分」の姿と指導・支援の手立てが往還してい

るかを検討し、指導案に明記しました。 

 

 

 

 

５ アセスメントの対象児童の様子  

自力解決の場面では、ノートや可視化した

ヒントカードを活用することで、自分の考え

をもつことができました。 

考えを記述する場面では、ヒントが記載さ

れていないシートを選択し、自分の考えをま

とめることができました。 

考えを伝える場面では、自分が描いた数直

線図と文を用いて友達に考えを伝えることが

できました。 

 

 

 

 

 

６ Ｒ－ＰＤＣＡサイクルの活用 

児童の実態を把握して、授業づくりに取り

組んだ結果、対象児童は他者を意識するよう

になり、自分の考えを表現する場面が増えま

した。児童の自己実現に向けて再アセスメン

トを行い、支援項目を変更して、授業改善を行

っています。 

Ⅴ 今後に向けて  

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元における具体的な手立ての一部 

(1)行動や発言の仕方、他者との距離の取り

方を一緒に確認する。 

(2)単元全体の計画を提示する。 

授業の流れをパターン化する。 

１時間の授業の流れは板書する。 

本時の学習目標を明示する。 

(3)多様な考えを受け入れることができる

ように、計算の仕方を考えたり、求めた

答えを伝え合ったりする時間を設定す

る。 

自分に合ったワークシートやヒントカ

ードを選んで活用できるようにする。 

話合い活動の時には教員が支援する。 

(4)「なりたい自分」に向けて、目標を設定

し、毎時間の終わりに自己評価を行う

ようにする。 

文部科学省の公表では、通常の学級に在籍
する特別な教育的支援を必要とする児童生徒
は、小中学校において 8.8％と示されまし
た。 

本研究で進めてきた特別支援教育の視点を
取り入れた授業づくりは、児童生徒自らが問
題解決に向けて手段を選び、学習を調整して
いく力につながるものと捉えています。 

今後も、児童生徒のキャリア形成を意識し
た特別支援教育の在り方を考え、全ての児童
生徒が個別最適な学びを実現できるよう研究
を進めていきたいと思います。 

※Co-MaMe…連続性のある多相的・多階層な教

育支援（国立特別支援教育総合研究所） 

３２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市における夜間学級とは？ 

本市は、「共に認め合い 現在と未来を創る人」をめざす

人間像とし、「温かさと先進性のある教育の推進」を大切

に、第２次相模原市教育振興計画に基づいた教育活動を

実施しています。その中には、「学びの機会の確保」とし

て、「学習意欲があるにもかかわらず、経済的理由や不登

校、生育環境など、さまざまな事情により学びの継続に困

難を抱えている人に対し、学びの継続が可能となるよう、

教育機会の確保に向けた各種取組を推進します」と示さ

れており、夜間学級が位置付けられています。 

 

 

１ はじめに 

～「温かさと先進性のある教育」の姿～ 

 令和４年４月に大野南中学校分校として、夜間学

級が開校しました。夜間学級には、本市の教育で大

切にし、めざしている、「温かさと先進性のある教

育」の一つの姿がありました。 

今回「多様な人々の学びを支える取組」として、

開校初年度にあたり、夜間学級で日々、先生方がど

のように試行錯誤しながら、特色ある教育課程を進

めているか、また、多様な生徒に対してどのように

授業をつくり、生徒一人ひとりの学びを支えている

か等についてお伝えします。 

 

２ 夜間学級の概要について 

夜間学級では、めざす学校像や今年度の重点を次

のように設定しています。 

（１）めざす学校像 

「自分らしい生き方を実現するための力を身につ

ける学校～豊かな人生を送ることができるような

学習機会の提供～」 

（２）今年度の重点 

○重点１ 日本の義務教育に相当する教育の提供 

○重点２ 共生社会の実現に向けた力の育成 

 生徒たち一人ひとりにどのような力を身に付け

させたいか、そのために、今年度の重点として、ど

のような教育活動を推進していくかを明確にして

います。 

入学対象者は、学齢期を経過した人で、次のどれ

かにあてはまる必要があります。 

１ 義務教育を修了しないまま学齢期を経過した

人 

２ 様々な理由により十分な教育を受けられない

まま中学校を卒業した人 

３ 外国籍等で日本の義務教育に相当する教育を

受けていない人 

特集３ 多様な人々の学びを支える取組 
～開校！大野南中学校分校（夜間学級）

～ 

３ 今年度の重点の実現に向けた取組について 

夜間学級では日本の義務教育に相当する教育を

提供するため、「学年制を採用している」ことも大

きな特色の一つとなっています。 

他の自治体においては、習熟度別のクラス編成を

行っているところもありますが、本市の夜間学級で

は、原則「学年制」を取り入れています。 

（１）重点１の実現に向けて 

①生徒の「なるほど！」「わかった！」を引き出す

授業づくり 

中学校１年間における総授業時数が 1015 時間

であるところを 700 時間に短縮し、内容を精選し

ています。 

様々な背景や特色をもつ生徒一人ひとりが理解

を進め、納得と共感を得られる授業や、その中で誰

ひとり取り残さない授業づくりを、実際どのように

進めているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

表１ 授業時数（令和４年度） 

 

図１ 夜間中学の１日（令和４年度） 

 

本市における夜間学級とは？ 

 

本市は、「共に認め合い 現在
い ま

と未来を創る人」をめざす

人間像とし、「温かさと先進性のある教育の推進」を大切

に、第２次相模原市教育振興計画に基づいた教育活動を実

施しています。その中には、「学びの機会の確保」として、

「学習意欲があるにもかかわらず、経済的理由や不登校、

生育環境など、さまざまな事情により学びの継続に困難を

抱えている人に対し、学びの継続が可能となるよう、教育

機会の確保に向けた各種取組を推進します」と示されてお

り、夜間中学(夜間学級)の設置が進められました。 

３３ 

 

県立神奈川総
合産業高校内
にあります。 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、本書6ページの授業改善に照らし「ス

タートとゴールを意識した授業改善シート」と対

応させながら、夜間中学の実践を考えてみたいと

思います。 

【スタートとゴールを考える】 

例えば、「思考力，判断力,表現力等」を身に付け

させるような学びに重点を置いた授業を展開する

場合、まずは、「身に付けさせたい資質・能力」、生

徒一人ひとりのゴールの姿を考えます。その上で、

既習事項やその定着度、言語的な課題等、それぞ

れの生徒の実態が異なることを前提としながら、

授業設計を行っています。 

【プロセスを考える】 

スタートとゴールが明確になれば、次はゴール

に確実に行き着くための「プロセス」を考えます。

このプロセスは、「主体的・対話的で深い学び」と

いう視点を大切にしています。 

 ＜教材の工夫＞ 

夜間学級では、本時で扱う題材を教科の本質に

迫る内容にするため、様々な工夫を行っています。

黒板に示すスライドでは、言葉を精選する、ルビ

を振る、また、ワークシートでは、図等で分かりや

すく示し、書き込む内容は最小限にする、キーワ

ードを各言語に翻訳して提示する、実物を示して

視覚に訴える、等の工夫を行っています。これら

のことを夜間学級では必ず行っています。 

＜生徒への授業支援の工夫（一例）＞ 

・平易で分かりやすい言葉の使用 

・生徒の理解度を踏まえた、分かりやすい説明 

・学習課題に取り組むための細やかな指示 

・取り組みやすく、成果を実感できる活動 

・生徒が興味・関心をもつことができる問い 

・実物や実体験を含む教材の活用 

・理解を助けるワークシートの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実物を活用した授業の様子 

【授業】 

全て授業は複数教員で取り組みます。取り残さ

れている生徒がいないか常に確認し、T１が授業全

体を進めつつ、T2、T3 が困っている生徒の支援

に入ります。理解が十分でなければT2がＴ1に 

「T1先生、これって○○っていうことですか？」 

と即時に確認し、個々の生徒の理解を促します。 

また、日本語の支援が必要な生徒に対しては

ICT（タブレットPC）を活用し、自動翻訳機能を

使って日本語を母語に変換して、理解を促すこと

もあります。細部にわたり、生徒の実態に応じた

支援の手立てが取られています。 

このような取組から、授業で「なるほど！」「わ

かった！」という生徒一人ひとりの自己肯定感や

学ぶ意欲を高めていくことを大切にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライドで説明する様子  

 

②カリキュラム・マネジメントの一環としての 

指導と評価 

夜間学級では、週の初めに全職員で授業イメー

ジを共有する時間を設けているのも大きな特徴で

す。それぞれの教科担当が、「今週の授業について、

このように進めていきます」と全教員の前で実際

の教材・ワークシート、提示するスライド等を使

いながらプレゼンテーションをします。全教員で

全授業内容を十分に検討した上で、授業に備えま

す。生徒一人ひとりが授業内容を理解できるよう、

１時間１時間が真剣勝負となっています。 

 
図２ 英語のワークシートの例 

 

生徒一人ひとりの良い点や進捗状況を積極的に

見取り、本人にフィードバックし、学習したこと

の意義や価値を実感できるような授業を心掛けて

います。このことは、他校でも大いに参考になる

と考えます。 

実物を活用し、具体
的にイメージを共有
します。 
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 学校における教育活動は、生徒や地域の実態を踏

まえて編成された教育課程のもと、指導計画に基づ

く授業（学習指導）として展開されています。 

夜間学級では、生徒の学習状況を適切に見取り、

フィードバックすることで、その結果を生徒の学習

や教師の指導改善、また、学校全体の教育課程の改

善等につなげていました。まさに、教育課程に基づ

き、日々組織的・計画的に教育活動の質の向上を図

る「カリキュラム・マネジメント」と言えます。 

 

③授業における協働的な学び 

取材当日、美術の授業では、「未来を想像して描こ

う～こんな未来があったらいいな～」をテーマに、

作成した絵の構図をもとに、生徒が下書きしたキャ

ンパスに、自ら道具を選んでイメージをさらに膨ら

ませながら未来図を描き進めていました。 

「思い描ける未来は私たちの手で実現できるか

もしれないね。構図っていうのは、絵画などで仕上

がりの効果を考えた画面の構成のことです。今日は

実際に色鉛筆や絵の具など、イメージに合うように

道具を選んで書いていきます。」とT1が説明後、そ

れぞれが作品に取りかかり、制作に黙々と取り組ん

でいました。T1 や T2 だけでなく、職員室にいた

他の先生方も授業に入り、生徒一人ひとりに言葉を

かけ、全員で関わり合いながら制作していました。

協働的な学びにより、生徒の学びがさらに充実して

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働的な学びの様子 

 

（２）重点２の実現に向けて 日常の様子から 

～多文化共生の学び舎～  

「重点２ 共生社会の実現に向けた力の育成」に

向けて、全職員が生徒一人ひとりの実態をよく理解

し、個の特性を最大限に発揮できるよう、互いを認

め合う温かな雰囲気づくりに取り組んでいました。 

①居場所を感じながら、それぞれの時間を過ごす

始業前 

 登校可能な16時になると、生徒が続々と登校し

てきました。職員室側のラウンジと呼ばれるスペー 

スは、両窓側に学習机が置かれ、学習しやすい環境 

となっていました。ラウンジの真ん中にはユニーク

な形の椅子が置かれ、ピアノや貸し出し用の本があ

り、早めに登校した生徒たちが自然と集まり、それ

ぞれの時間を過ごしていました。 

そこでは、登校してきた生徒一人ひとりに養護教

諭が言葉を掛けながら、健康観察をしていました。 

ラウンジにいる昨日欠席していた生徒は、先生か

ら昨日の授業プリントの説明を熱心に聞いていま

す。ｙ＝３ｘのグラフを書くために方眼に点を取り

ます。終わった後、「すごいね！よくかけているね。」

とのやりとりがありました。ある生徒はヨガマット

を敷いて、体幹トレーニング、ある生徒は先生とピ

アノを弾きながら楽しそうに歌っており、様々な場

所で生徒が主体的に活動を行い、そこに自然と輪が

できていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業前に自主的に学習に取り組んでいる様子 

 

 仕事を終えてから登校したある生徒は、教室前

の別のスペースで机にもたれかかり、しばし仮

眠。周りは「仕事終わりで疲れているから、そっ

としておいてあげよう」とのことでした。別の生

徒が職員室に「先生、こんにちは！」とあいさつ

をすると「○○さん、こんにちは。お仕事お疲れ

様。」と、さりげない会話が当たり前に行われてお

り、心が温かくなりました。 

ラウンジの奥では、授業に向けて、日本語指導の

先生と、日本語の勉強をしている生徒が、問題の答

え合わせをしていました。「ひねる」が答えだった

のですが、この状況を「わかった」にするために、

先生は、保健室の水道場で実際に「蛇口をひねる」

ことを示していました。普段使っている道具や動作

を日本語にするには、いかに具体的なイメージを共

有するか、日本語を細かくかみ砕いて違う単語に言

い換えられるか、が指導のポイントであることを、

教職員全員がよく心得ているようでした。 

自分を理解してくれる仲間や先生たちと、それぞ

れの時間を心穏やかに過ごすことで、居場所を感

じ、互いを認め合うことにもつながっていました。 
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➁今日一日の見通しをもつ始めの会 

17時になり、先生は教室へ２日分の予定が書か

れた連絡黒板を運び込み、始めの会を行います。

輪番で先生が話をするとともに、全員が見通しを

もって過ごせるように、また、外国籍の生徒にス

ケジュールを日本語で説明させることで、理解度

を確認すること等にも活用されています。 

また、訪問者がいる際には、滞在時に生徒に不

安を与えないよう、始めの会で紹介し、１日の学

習をスタートしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始めの会の様子 

 

始めの会では、グラフを黒板に示しながら新聞

記事を紹介していました。「あなたのまわりに外

国出身の人はいますか？」「どのように接してい

きたいですか？」という質問があり、「日本人と

同じように接したい」「積極的に外国の人と接し

たい」等の回答がありました。「今ここでは、こ

んなにいろんな人たちとお互いにとてもいいコミ

ュニティがつくられていますよね。」と価値付け

ていました。夜間学級での環境が必ず実社会で役

に立つと実感していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始めの会の様子 

 

４ 相模原市の「夜間学級」とは 

文部科学省『夜間中学の設置・充実に向けて【手

引】』(令和５年１月)の趣旨には、次のように記さ

れています。 

夜間中学は、戦後の混乱期の中で、生活困窮な

どの理由から昼間に就労又は家事手伝い等を余儀

なくされた学齢生徒が多くいたことから、それら

の生徒に義務教育の機会を提供することを目的と 

３６ 

して、昭和 20 年代初頭に中学校に付設された学

級です。昭和 30 年頃には、設置数は 80 校以上

を数えましたが、就学援助策の充実や社会情勢の

変化に伴って減少し、令和４年度現在、15都道府

県で40校が設置されています。（中略） 

平成 28 年 12 月に成立した「義務教育の段階

における普通教育に相当する教育の機会の確保等

に関する法律」では、年齢や国籍その他の置かれ

ている事情にかかわりなく、教育の機会が確保さ

れること等を基本理念として、学齢期を経過した

者で、小中学校等における就学の機会が提供され

なかった者の中に、就学機会の提供を希望する者

が多く存在することを踏まえ、全ての地方公共団

体に、夜間中学における就学機会の提供等の措置

を講ずることが義務付けられました。 

 

夜間学級の設置は本市だけではなく、全国的に

進められていることが分かります。次年度以降、

全国でさらに18校が開校する予定です。 

 全国の夜間中学では、入学要件としてその自治

体に在住・在勤していることを挙げている例が多

いようです。一方、本市の夜間中学は、事前に本

市と協定を結んだ県内市町村に在住する生徒が通

うことができる広域的な仕組みをもち、これが大

きな特徴の１つとなっています。 

 令和４年４月現在、藤沢市、逗子市、三浦市、厚

木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、愛川

町、平塚市、秦野市、伊勢原市、大磯町、二宮町の

14市町と協定を結ぶとともに、県・県教育委員会・

市町・市町教育委員会の４者による「相模原市立

大野南中学校分校夜間学級に係る連携と協力に関

する基本協定書」の締結により、夜間中学の設置

及び運営に関して緊密の連携・協力して取り組ん

でいくことが決められました。 

 そのため、相模原市だけでなく県域から教員が

配置され切磋琢磨していることも、大きな特色で

す。 

 

５ 終わりに 

 夜間学級は、日々の授業実践を通して、生徒た

ちの「できた！」「わかった！」を引き出し、生徒

の自己肯定感や学ぶ意欲を高め、自分らしい生き

方を実現するための力を身に付ける素敵な場とな

っていました。 

また、多文化共生の学び舎として、自分のよさ

や可能性を認識するとともに、多様な他者を尊重

し、協働しながら学びを深めていくことができる

場となっていたことも、印象的でした。 

夜間学級については、先生方の参観も可能とな

っています。ぜひ、参観を通じて、生徒の学びを

着実に積み上げる様子をご覧いただければと思い

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

整理する際の３つのポイント 

① 基本姿勢との関連 

② 具体的な取組との関連 

③ ①②と学校との関連 

 

【学び方】 

① 見る   ② 聞く  ③ 話し合う 

④ 体験する ⑤ 関わる 

＊１第２次相模原市教育振興計画 
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/_res/pro
jects/default_project/_page_/001/016/029/202004/k
eikaku_202004.pdf 

 

はじめに 

相模原市では、社会情勢の変化や今日的な課題

に対応するため、本市の教育が目指す人間像「共

に認め合い 現在と未来を創る人」を掲げ、その

実現に向けて、次に示す基本姿勢を意識した様々

な教育施策＊１を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市が目指す人間像の実現のためには、子ども

たち一人ひとりの学びを支える教員人材の育成

及び確保が重要となります。そこで、施策の１つ

として「教員の確保」を示し、市教育委員会全体

で、子どもたちの未来を切り拓く力などの育成に

向け、人間性、信頼性、向上心を兼ね備えた人材

の確保に努めております。 

 また、全国的に教員の人材不足となっている状

況から、本市においても、人材確保に向けた取組

の更なる充実が必要と考え、令和３年度より、教

員志望者が「本市教育の魅力を知る」機会をつく 

ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ おわりに 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

1  本市教育の魅力の整理 

まず「本市教育の魅力発信」について検討する

にあたり、主な教育施策を次の３つのポイントを

意識して整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 発信方法の検討（新たな取組の創造） 

 次に「本市教育の魅力発信」について検討しま

した。この時に大切にしたのは、日ごろの授業や

研修等における、参加者の学び方です。 

 

 

 

 

本市教育の魅力と学び方とを関連付け、３つの

取組について創造しました。 
 

 

特集４ 全国の教員志望者の可能性を引き出す取組 

 教員志望者の心に灯をともします！ 

～「さがみはら大冒険！」「ナイトフォーラム」「学DAY！」の実施～ 

３７ 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/016/029/202004/keikaku_202004.pdf
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/016/029/202004/keikaku_202004.pdf
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/016/029/202004/keikaku_202004.pdf


  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 取組の計画本市教育の魅力の整理 

 本市においては、教員志望者の育成に向けた

「さがみ風っ子教師塾＊２」事業として、以前から

行っている、現職教員と交流できる「見たい！ 聴

きたい！ 学びたい！フェスタ（学フェス）」とい

った各種イベントと、新たな取組との有機的な連

関を意図し、「連関プラン」として整理すること

を通して、参加者が参加しやすい場の設定を計画 

しました（図「連関プラン」）。 

 

 

 

４ 実際の取組 

（１）さがみはら大冒険！ONE STAY 

 

 

 

 

本市の教育資源の１つである「相模川自然の村

野外体験教室＊３」を活用し、その周辺の自然など

に触れる体験活動を通して、本市教育の魅力を感

じることを目的に、教員志望者の交流会を実施し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施にあたって】 

①複数の体験活動を繋げること 

 単発ではなく、１つ１つの体験活動で得られる

実感を繋げ、ストーリーとして構成することで、

参加者が体験活動を通して学ぶことの意義を実

感しやすい取組となりました。 

 

 

 

 

＊２さがみ風っ子教師塾ホームページ 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kyoushijyuku/ 

＊３相模川自然の村野外体験教室ホームページ 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/wakaayu/ 

【主な内容】 

• 火起こし体験 

• イニシアチブゲーム体験 

• キャンプファイヤー企画・運営体験 

• 体験活動企画・運営体験 など 

図「連関プラン」 

３８ 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kyoushijyuku/
http://www.sagamihara-kng.ed.jp/wakaayu/


  
② JAXA（宇宙航空研究開発機構）との連携 

本市の教育資源である豊富な人材を生かす視点 

から、JAXA の津田雄一教授に自身の経験を踏ま

えた講話をしていただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想（一部）】                 

○１つのことをみんなで取り組むということが、 

こんなにも楽しいことなのかと改めて気付くと

ともに、津田先生のお話を聞いて、もっと熱く、

もっと情熱をもって、教職を目指そうと決心で

きました。 

 

（2）さがみはら大冒険！× DOOR 

 アバターを利用したバーチャル空間において、

教員志望者の同志が出会い関わる中で、本市教育

の魅力に触れ、本市の教員になりたいという意欲

に繋げてもらおうと実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施にあたって】 

①NTTコノキューが提供する仮想空間プラット 

フォーム「DOOR」の活用 

 バーチャル空間の制作が、簡単に行える

「DOOR」を活用し、参加者がその機能と参加者

同士の関わり度合いを実際に体感できるよう、各

バーチャル空間の特徴を踏まえた活動例を、関わ

り度合いと関連付けた「学び場DX STEP UP表」 

として整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ゲームに込めた本市教育の魅力発信の工夫 

• 謎解きゲームについては、市内学校の所在地が 

分かる地図を手掛かりにしながら、解答できる 

ようにしました。 

• 謎解きゲームをクリアできると、市内学校の子 

どもたちの様子を写真で見ることのできる「学 

校こどもミュージアム」に入室できる仕組みに 

しました。 

「グループの出し物で大興奮」 「津田先生の激励に教職への情熱高まる」 

【主な内容】 

• アイスブレイキングゲーム 

• 謎解きゲーム  

• 学校こどもミュージアム 

• イントロダクション（キャリア教育） 

「ゲームを通してアイスブレイキング」  「謎解きで自然に協力」 

「みんなで協力して火起こし」 「玉を落とさないように協力」 
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【参加者の感想（一部）】         

○バーチャル空間においても主体的・対話的な学 

びを体現することができ、相模原市の目指す教 

育について理解を深めることができました。         

○謎解きゲームで仲間と相談したり意見を共有

したりして、達成感を味わうことができまし

た。相模原市で輝く子どもたちの様子をミュー

ジアムで見ることができ、より一層相模原で教

員として働くことの魅力を感じました。   

○バーチャル空間で、みんなが本当に自分と同じ 

空間で謎解きやミュージアムの見学をしている

ような感覚でとても面白くてリアルでした。 

 

（3）ナイトフォーラム（オンライン） 

 

 

教員志望の社会人や大学生、高校生に対し、本 

市教育の主な施策の具体的な内容を知る機会を

オンラインで提供し、本市教育への関心を高める

ことに繋げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施にあたって】 

①参加者の主体的な参加を意識した内容構成 

  教育施策の説明後、現職教員の声を聞くこと

のできる流れとし、教育施策と学校との繋がり

が分かるような内容としました。 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想（一部）】 

○相模原市がどんな教育を目指しているのか明

確で、教員同士の意見交換や現場の意見を大切

にされている感じがとても伝わり、相模原で教

員をする良さが伝わりました。 

○現在相模原市で教員をしている方の意見を聞 

くことができ、雰囲気や学校の考え方を理解す 

ることができました。 

○相模原市教育委員会の人材育成への熱意を感

じました。また、運営の方々の雰囲気の良さを 

感じ、うらやましく思いました。 

○キャリア教育を推進されていることを知り、自 

分の住んでいる地域の教育委員会とは違った方

針を取っていることが理解でき、相模原市の教

育に興味をもちました。 

「写真を見ながら子ども理解」  「アバターの距離が縮まりました」 

【主な内容】 

• 本市の推進するキャリア教育 

• 本市の推進する授業づくり 

• 本市の推進するGIGA スクール構想 

• 本市の教職員の人材育成 など 
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（4）学DAY! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員志望の大学生に対し、本市小・中学校及び

義務教育学校の教育活動等の魅力を実際に学校

現場で味わい、教職への思いをさらに高められる

よう学校参観を実施しました。 

 

【実施にあたって】 

①教員志望の大学生のニーズを把握 

 

 

 

 

 

 

②参加者のニーズを踏まえた内容の工夫（一部） 

【参観型】「校長先生と学校探検！！」 

• 校長先生の案内により、全学年の普段の教育活 

動の様子を参観し、子どもの学習の様子や教師 

の関わり方などを知るとともに、参観して気付 

いたことなどについて協議し、学びを深めるこ 

とができます。 

【参観・体験型】「『先生の仕事』体験できます！」 

• 希望する学年で、授業参観ができたり授業の補 

助として子どもと関わったりすることができ 

ます。 

【給食試食・参観・体験型】授業参観及び座談会

「現場の先生と語ろう」 

• 授業参観ができたり、若手の先生方と話をした 

りすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想（一部）】 

○ 授業を参観し、押さえるべきポイントを押さ 

えつつ、人との関わりやグループワークを通し 

て自分の考えを深め、振り返りを通して自分の 

成長を客観視する仕組みを発見できました。 

○授業と休み時間、授業中でも話し合いと問題に 

取り組む場面で、一瞬にして空気感が変わり驚 

かされました。 

○６年生と１年生の交流で､６年生が１年生をリ 

ードして進めている姿に自分より大人ではな

 いかと感じるほどでした。 

 

おわりに 

 今回紹介したイベントの他に、令和４年度中

に、取組１となる「さがみはら大冒険！in やませ

み」と取組２となる「高校生限定企画『さがみは

らの小学生とあそぼう！』」を実施します。    

 今後も、本市ならではの強みを生かしながら、

本市教育の魅力を積極的に発信し、教員志望者の

心に灯をともしていきたいと考えています。 

 

小学校校長会との

コラボ企画 

アンケート結果 

「学校参観に関して

興味がある内容」 

「先生体験にどきどき」  「子どもたちが遊びに誘ってくれました」 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shu

ppan/geppou/2202_00014.html 

 

４１ 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/geppou/2202_00014.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/geppou/2202_00014.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さがみ風っ子教師塾 の取組 

 
全国の教員志望者の可能性を引き出す取組と

して、さがみ風っ子教師塾の取組をご紹介しま
す。 
１ さがみ風っ子教師塾の目的 
教育への情熱、使命感、豊かな心、そして本市

教育の発展と充実に寄与しようとする強い意志
をもった人材を育成することを目的としていま
す。令和４年度で１４年目となります。 
 
２ カリキュラム 
 大きく３つのステージに分かれており、ステー
ジごとにテーマや学習内容が定められています。 
（１）第１ステージ：めざす教師像って何！？ 
（２）第2ステージ：教師が大切にすることって 

何！？ 
（３）第3ステージ：よりよい授業って何！？ 
 詳しくは「さがみ風っ子教師塾ホームページ」にて 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kyoushijyuku/ 

 
３ 教師塾の特徴 
教員として働く上で必要な学び、気付きに繋が

る講義・演習を実施しています。各ステージでは、
グループ協議による、対話的な活動を通して学び
を深めるとともに、授業づくりの相談にも応じて
います。 
また、希望者には、相模原市内の小学校・中学

校・義務教育学校での学校実習も行い、広く学校
現場で学ぶ機会となっています。 
そして、通塾コースとオンラインコースがあ

り、遠方在住で通塾等が難しい方へ、講義のオン
ライン配信や協議により、相模原市で教師を志望
する方の学びを最大限サポートしています。 
 
４ 相模原市の教員志望者応援企画「見たい！聴
きたい！学びたい！フェスタ（学フェス）」の開
催 
相模原市の教員に興味がある方を対象に、カリ

キュラムの一部を公開する「学フェス」を開催し
ました。令和４年度は２回の開催で、本市教育が
推進する「温かさと先進性のある教育」の姿を、
集合・オンライン参加者ともに、広く具体的・体
感的に学ぶ機会となりました。 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

（１）第１回「教師の目線で学校を見つめよう～
現職教員によるシンポジウム～」 
 令和４年 11 月 20 日（日）に、現職の小学校
教諭・中学校教諭・養護教諭をパネリストに迎え、
シンポジウムを行いました。「なぜ先生になろう
と思ったのですか？」「子どもとの印象的なエピ
ソードや、先生になってよかったと感じること
は？」「学級経営や保健室経営、授業づくりで心が
けていることは何ですか？」等について具体的な
お話をいただきました。参加者からは「現職の先
生方の生の声を聞くことができてよかった」「相
模原市で働きたいと、より一層自分の考えが深ま

る時間となりました」等の感想がありました。 
 参加者にはそれぞれ、「生徒として見ていた先
生の姿や学校」があり、現在の自分が考える「理

想の先生の姿」があります。学フェスへの参加を
通して、自分の未来を意識しながら今の自分に何
が必要なのか具体的に考えることで、参加者自身
の可能性を広げることにつながっていました。 
 
（２）第２回「よりよい授業のために 模擬授業
公開」 
 令和５年１月 15 日（日）に、指導教諭等によ
る模擬授業公開を行いました。ここでは、小学校

の算数、中学校の社会科の授業を通して、実際の
授業を45分、50分児童生徒の立場で参加し、先
生方がどんなねらいをもって授業づくりをされ
ていたのか、その解説も聞くことができる機会と
なりました。参加者からは、「ICT活用など、相模
原市が推し進める教育の特色を実際に体験する
ことができました」「実際の授業を行い、その後で
具体的な解説を示したことが理解へ繋がった」等
の感想がありました。 
参加者は、改めて「よりよい授業とは何か」、直

接体験を通した学びにより、気付きが促され、実
感を伴った学びを得ていました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

４２ 

これからも、さがみ風っ子教師塾では、さまざまな取組を通して、
教員をめざす方の可能性を広げていきます。 

模擬授業の様子 

 

 
模擬授業でのグループ

活動 

シンポジウムの様子 

http://www.sagamihara-kng.ed.jp/kyoushijyuku/
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究
～

　

「

確

か

な

学

力
」

を

育

む

　

　
～

子

ど

も

た

ち

の

人

間

関

係

は

今

！
～

　

生

活

体

験

調

査

か

ら

見

え

る

姿

　

　
～

そ

の

授

業

づ

く

り

に

向

け

て
～

　

学

び

を

実

感

！

～

I

C

T

の

利

活

用

で

変

わ

る

学

び

と

変

わ

ら

な

い

学

び

を

探

る

～

　

教

室

の

I

C

T

化

で
「

学

び
」

は

ど

う

変

わ

る

か

　

　
～

資

質

・

能

力

を

は

ぐ

く

む

授

業

づ

く

り
～

　

ア

ク

テ
ィ

ブ

･

ラ
ー

ニ

ン

グ

を

探

る

　

　
～

子

ど

も

を

取

り

巻

く

状

況

か

ら

考

え

る
～

　

一

人

ひ

と

り

が

大

切

に

さ

れ

る

教

育

　

始

ま

る

よ

　

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

教

育

　

新

学

習

指

導

要

領

の

実

施

に

向

け

て

 

９

年

間

の

学

び

の

つ

な

が

り

　

教

職

の

魅

力

×

教

員

の

力

発

行

年

月

平

成

二

十

一

年

七

月

平

成

二

十

二

年

三

月

平

成

二

十

二

年

七

月

平

成

二

十

三

年

三

月

平

成

二

十

三

年

七

月

平

成

二

十

四

年

三

月

平

成

二

十

四

年

九

月

平

成

二

十

五

年

三

月

平

成

二

十

五

年

九

月

平

成

二

十

六

年

三

月

平

成

二

十

六

年

九

月

平

成

二

十

七

年

三

月

平

成

二

十

七

年

九

月

平

成

二

十

八

年

三

月

平

成

二

十

八

年

十

二

月

平

成

二

十

九

年

十

二

月

平

成

三

十

年

十

二

月

令

和

元

年

十

二

月

令

和

二

年

十

二

月

令

和

四

年

三

月
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さがみはら教育167号 特集「子どもたちの可能性を引き出す学び～個別最適な学び×協

働的な学び～」はいかがでしたか。 

 

表紙では、「子どもたちの可能性を引き出す」ことをイメージしました。 

子どもたちの周りには「ひと・もの・こと」さまざまな出会いがあり、家庭・学校・地域・社会

へと、どんどん世界を広げながら自己実現を図っていく、というイメージです。 

 

裏表紙には、今回のテーマである、「個別最適な学び×協働的な学び」をイメージしました。

一人学びで考えたことが、協働的な学びを通して広がりを見せ、振り返ったときに、自分の考

えがさらに深まっている、そんな学びを日々積み上げていければと思います。 

 

最後に、本号の編集に際し、原稿執筆及び写真提供等にご協力いただいた皆様に心から感謝

申し上げます。 

ホームページアドレス     http://www.sagamihara-kng.ed.jp 

 

※本冊子の無断引用・転載・複写を禁じます。 
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